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騒

を行っている。

人文：焼物のうつりかわり／阿波の美術工芸／穂高

ー民俗資料 など

自然：いろいろな岩石／鉱物／いろいろな動物／生

物の生活と自然のしくみ など

ラフラタ

アルゼ、ンチン共和国のラプラタ大学から

アメ ＇）カ特有の更新i副議乳動物化石を
主な展示資料：

メガテリウム全身骨格（レプリカ）

パノクツス全身骨格及び甲羅

マクラウケニア全身骨格（レプづっち）

トタゾドン全身骨格（レプリカ）

スミロドン全身骨格（レプリカ）

ヒッピデイオン全身骨格（レプリカ）

ステゴマストドン頭骨（レプリカ）

と企画展から成る。

自然のしく

わりにつ

部門展示（人文）では、テーマを決めて随時展示替え

をしている。平成15年度は次の展示を行った。

運勢館巌

4月1B （火）～ 6月：5司（日）

を紹介し

え

；玉、専用の全

うことにしてし、る。

ンの紹介、学芸員の研究成果に基づく

史 e 文化の紹介、全国的あるいは世界的

など様々なテーマをおりま

スケジューj［／をたてて計画的に取り

しかしながら、予算の割減も

らし、話蔵資料による特別陳列の

なくてはならなくなりつつある。

いる。

6月178（火）～ 8月24日（日）

四国遍路や六十六部廻国巡礼など、近世の阿波に見

られた巡礼に寓する資料を畏示した。

審議島域と

8月268（火）～ 1月18B （日）

江戸時代初期の福島域についで

した。

。

、itJ
4
Z
H
M
 

／
l

、
門展示およびラ

されている。

』正、

ラタ記念ホーんの展示の3つ ら

ーマとし、諸島の歴史

きるよう、次の7つ

いる。

1月20司（火）～ 2月22日（日）

鳴Fうの楠育治氏j臼蔵品から、日本画や焼物などを展示

轟窪先青銅器

2月24B（火）～ 4}118日（日）

された青錦器を展示し、つくられた当時の

青鋸器のすがたを紹介した。あわせて、費税墨の復元鋳造を

に、当時の鋳造技術についても紹介した。

ごとの個別

とくらし

った角度から、

1. 

2. 

3.ムラ

4.古代。

5. 

6. 
勺



(3）トピック展示

博物館では、購入や寄贈・寄託の受け入れなどによ

り、収蔵資料を充実させている。しかし、それらの多

くは、収蔵後すぐに展示する機会が訪れるわけではな

い。そうした未公開資料の活用を中心として、常設展

に変化をつけるため、ラプラタ記念ホール出口に展示

ケースを設置し、話題性のあるテーマなどを取り上げ

た小展示を行うことにした。

今後、年間数回の展示替えを継続していくことにし

ている。

・地学分野新着資料

9月12日（金）～12月21日（日）

8月末に購入した資料を展示した0

・申（さる）

12月23日（火）～2月1日（日）

平成16年の干支にちなみ、サルに関連する資料を展

示した。

．牟岐大島の自然とくらし

2月3日（火）～4月4日（日）

平成14～15年度課題調査の成果を展示した。

ポスター

展覧事業 3 

2 .企画展

平成15度は、次の3回の企画を行った。

( 1）第1回企画展「摩史を決めた戦い一信長の台

頭から家康の覇権まで－J
この企画展は、織田信長が全国統ーを押し進めた16

世紀後半から、徳川l家康が徳川氏の覇権を確立した17
世紀前半に至るおよそ50年間に行われた長篠合戦など

の4大合戦を紹介した。

．期間平成15年4月22日（火）～ 5月25日（日）

．会場博物館企画展示室

．展示構成と主な展示資料

①戦国乱世の時代

織田信長画像（兵庫県立歴史博物館蔵）

織田信長書状（東京大学史料編纂所蔵）

織田信長朱印状（東京大学史料編纂所蔵）

②長篠合戦

武田勝頼書状（東京大学史料編纂所蔵）

長篠合戦図扉風（大阪城天守閣蔵）

落合左平次道次背旗複製（国立歴史民俗博物館蔵）

三河国長篠合戦図（当館蔵）

③賎ヶ岳合戦

展示室風景

記念講演会



震覧事業,1 
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：鉄抱と

会場： 21世紀舘イベントホール

参加者51名

参加者41名

l@:] : 4月27日（日）

第2屈： 5月11臼（日）

エしニコロ守可
J

詰

ケ

物

2盟企菌農 f平成15年震アイヌ工芸品農
イヌからのメッセージーものづくりと／l)J 
財毘法人アイヌ文化振興・研究推進機構がアイヌ文

fとの普及を目的に毎年開催している工芸品震を、平成
15年度穂高で、開催した。

これまで、博物館や美術館などを会場に、アイヌ文

化の畏示会は多数行われてきたが、大部分はアイヌ文

化研究者や博物館。美術館の学芸員により企画構成さ

アイヌの人たち自身の参画は少なかった。近年の

世界の見族文化の展示でl土、民族をどう紹介するかを

民族自らが決定するという方法が採ノ弔されはじめてい

る。本震は、こうした点を踏まえて、「アイヌ自らが

現代のアイヌ及び文化を語るjことをテーマに構成さ

れた。現代アイヌ工芸作家の活動の状況やその背景、

アイヌの人たちが推薦した工芸品、アイヌ文化継承の

とこれからの展望などを資料とメッセージによっ

て紹グトした。

また、本展は「人権教育のための国連日年Jに協賛
する鑓しとして開催された。

場主｛窪

（酉ヶ谷恭弘氏蔵）

中床九（大阪城天守閣議J
(g印、重要文化討）

合計103点

③関ヶ

穂J!！家康面復（日

石田三成画像（長浜市立長浜域歴史博吻館蔵）

O関ヶ原合戦国y扉風

陣立図（国立公文書語蔵）

（ヨ

ノ弔刀 s 名物石田。石田三

⑤大坂の陣

大坂冬の陣国辱風（東京国立薄物館蔵）

伝徳川家康所用金高馬標（久能

。火縄銃（久能山東照宮蔵）

浅野長重所用三

伝豊

e 大学生200円／小・

中学生100円

重襲諜霞中の観覧者数 5,341人

欝企麗展関連行事

、，，也、島県立2：世紀錯、

人アイヌ文化振興・硯究推進機構

日持： 5月11日（日）

講師：酉ヶ谷恭弘氏（ヨ
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事後援 国土交通省、文化庁、穂高市、穂島市教育委員

会、北海道、北海道教育委員会、社団法人北海

道ウタワ協会

事期間平成15年7月19日（土）～ 8月31日（日）

母会場博物館企画展示室・ 2ltltff.号館多目

母畏示構成

( l ）うけつぐ

① JJl上哲（木彫）

②計良智子（織り）

③ 星野工（刺繍・木彫）

③貝津雪子（織り）

⑤ 貝津幸司（太野）

( 2）かたち

① 

② 衣服

③ 民具

④ 

⑤ アイヌの有名作家3人の

( 3 ）ひろげる

①現在活動している作家のさま

②現在の作品と活動状況、こ

でのメッセージ

なイ乍品

らへの患いについ

広
与J
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オープニンデセレモニ

日時： 7月21日（月）13 : 30～ 15: 

ボスタ

展示室風景

第2回： 8月108（ヨ）

アイヌの楽器ムツグ：；をつくろう

日時： 7月27日（日）

10: 30～ 12 : 13: 30～15: 00 

員j塁徴兵＠貝j宰幸司
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もこ

～11月24日（月）

①アンモナイト化石の

②化石のタ l）ーニン夕、

しミ／／の色のいろいろ／

傷跡のある化石

④アンモナイト

3圏全習震「アンモナイトのすべてJ
アンモナイト禁l士、古生代シルル紀に出現し、

した授、中生花白亜紀末に絶滅し

ある。これまでに知られている

アンモナイトの化石は 1万種を越え、直径数センチの

ものから 2mちかくの大きさになるものまで、また、

き方でも平面巻きのものから巻きが解けたり

たものまで、実に多種多様である。

は、こうしたアンモナイトについて、化石

と探存状恵、体と殻のっくり、殻の巻き方と

アンモナイトの進化などなど、最近の窃究成果を

踏まえ bて様々な側面から紹介した。また、

した世界最大のアンモナイト（レプリカ）

の企画展の中で披露した。

17日

博物館企画展示室

っくり

要議鐙頚開文化。議鞄苦金額

と

ポスター

。千歳アイヌ文化伝承保

＠アイヌ文主義を彫ってコースターをつくろう

日時： 8月17日（日）

10: 30～12: 00、13:30～15: 00 

講師：員十団法人アイヌ

か

会場：博物館実習室

参加者：

④伝統民具の製作実験チタラベ（花ござ）を

司自寺： 8月13日

10: 00～12: 00、13:00～16: co 
演者：ヤイユーカラの森代表

: 21世紀舘多呂

入場者： 302人

⑤アイヌ文化紹介ピデオの上映

第1回： 7月四日

第2国： 7月268（土）

3回： 8月2B 

4田： 8月12日（火）

5囲： 8月13日

第る回： 8月14日（木）

第7回： 8月15日（金）

8回： 8月166

9回： 8月23日（土） 入場者

第10@]: 8月初日（土） 入場者

事問時謂催守事「アイヌ文化フヱスティバ

主糧；財団法人アイヌ丈化振興。研究控道機構、福島

県立21世紀指、

昌日寺： 7月19日

16: 30～18: 10 

18: 30～20 : 30 （芸能公演の部）

イベントホール及び野外劇場

日：

ムック 1)j虞奏＠アイヌ古代舞踊（白糠アイヌ丈

化保存会

口承文芸（

存会長）

アイヌ

輪踊り（フィナーレ）

参加者： 727名

1:0: 
Vとム

u 

25ノ＼

20A 

8人

入場者

入場者

ー＼、へ、

1
、、

ii
／

j
ノ

ノ

ロ
8

8

9

入場者

Far East Band) 

：丸山

演題：知呈幸恵、の言語

: 212名

ツ
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中

渓示解説

今

勺
6
4
4
4」

デイデイモセラスとプラ

き） ／二二型 （マタ

選示室風景

13: 30～15: 00 

アンモナイト

イベントホ」）レ

2 @Jとも14:00～ 15: 

アンモ？ーイトの

ンモナイト

②アンモナイトのな

オウムガイ

シモナイト 一ゐ 、



9 震覧事業

l回： 10月26日（日）

2 Jg；：：：月16日（巳）

3 , 

争主な

『アイヌ神話集j初版本

／ート

無料

1 ' 

にあわせて特別競列したc 幸恵の生涯と業

を遺品や、写真によって紹介した。

護審主濯 知里幸恵展実行委員会、財団法人アイヌ文化

徳島第立21世紀館、

、文化庁、北海道、北海道教育委員

会、社団法人北海道ウタリ協会、旭川アイヌ協

、北海道新聞社、 N百五札幌放送局、毎日

新聞社、朝日新聞社北海道支社、読売新開

道支社

～ 7月27臼（8) 

ャラリー

刀とその地の誼議晶一

各機関に譲与された接収刀剣

の刀剣、関連資料をあわせて

万の藁

に国から

（赤羽刀） 17臼と、

した。

徳島県立博物鎧

、ン一フチ震示室風景



問展覧事業

勢認種平成：6年1月27日（火）～3月7日（日）

毒事会場

毒事主な麗示資料

刀 （太万銘）阿十！？住民吉

刀 ,t朝刊長船祐定作 1口

十文字鑓兼元 l口

市場町立歴史民俗資料館

刀 1口

堀江興成書状

静観蓋料

響観賞者数 8,698人

2通 当館蔵

(3) 2003年産文化の森人権問題啓発震

文化の森5舘と穂高県教育委員会（生涯学習課・人

との共濯で、年2自の人権問題啓発展（同

スター入選作品展と識字学級生の作

品ノ畏） を行った。

鯵主催文化の森5館包寵島県教育委員会

轡期間

①2003年度文？との森同和

資料展

平成15年8月2日（土）～8月lOB（日）

入場者数 l ,414人

②2003年度文化の森人権問題啓発展

平成15年12月2日（火）～ 78 （日）

入場者数 911人

タス

重量会場 2田とも近代美術館ギャラリー・ 21世紀館多目

。ミニシアター（ピデオ上映）

議入場者数計 2,325人

設罷 活性化に向

ー向けての取り組み

をめどに常設展の全面更新を

実現したいと考え、開館5年目にあたる平成7年度か

ら館内での検討を行ってきたが、事業化は実現しな

かった（年報7号参照）。その後、開館15周年目に当

たる17年度につニューアル，オープンする計画で、事業

規模を縮小した基本案見直しを行い、予算積算などを

行ったが、厳しい財政状況等もあって、依然として事

業化は認められていない。

今後、できるだけ竿い時期での常設展更新が実現す

るよう、その方途を探っている。

また、最近開館した博物語や麗示のつニューアルを

行った宣言に立すする

は次の調査を行った。

北九州市立自然史 9 霊史博物館、新潟市歴史博物舘：

の畏示状況の調査

(2）常設震の活性化に向けての取り組み

常設展の全冨更新が函難な状況にあることから、

行常設展の手査しなどを進め、より利用しやすく、ま

た、より変化の見えるかたちへと変えていくよう取り

組みを始めた。

は、次のようなことを行った。

①部門展示（入丈）の言1－面的運営と

について

は、長期的なスケジュールを立てていなかっ

半年程度の計画をまとめるとともに、チラシを

して広報に努めることにした。

②~又蔵資料公開

の項に記したトピック展示コーナーを

を総合展示に反嘆するよ

部門展示の案内海チラシ



③総合展示の大テーマサインの新設

総合展示は、 7つの大テーマで構成されており、

天井からコーナー区分のサインを吊しであるが、自

に入らない。そこで、新しく小型のサインを製作し、

床面に設置した。

④県内博物館情報の提示

観覧者がさらに知識や経験を深めるための参考に

なるよう、いくつかのコーナーで関連する県内の博

物館に関する情報を提示するようにした。また、徳

島県博物館協議会発行の「徳島博物館マップjを展

示室内に掲示した。

⑤“びっくり箱”を使った展示室での解説の試み

展示室等において、不定期に実演や資料解説を行

うために、実演用ワゴン（“びっくり箱つを製作し

た。ワゴンは高さ約100×幅約100×奥行き約60cm

で、実演（解説）者が立つ裏側の扉が観音開きに聞

き、大小6個の引き出しが備わっている。

試験的に3月20日（土）・ 21日（日）の2日間、 2階

常設展示室ロピーにおいて次のような内容でl囲約

1時間、 5回の実演・解説を行った。

－復元銅鐸を鳴らしてみよう

－貝製の腕輪をつけてみよう

－古代の赤い顔料一辰砂とベンガラー

各回とも 5、6組の家族連れが用意した復元品な

どの資料に触れ、解説に耳を傾けた。合計で約80名

ほどの参加があり、おおむね良好な反応が得られ

た。今後も場所や担当者、テーマを変え、さまざま

な実演や解説を行い、展示活性化の一助としたい。

⑥その他

見やすいラベルの作成に向けての検討、常設展関

係出版物の刊行促進なども課題であり、取り組みを

進めている。

“びっくり箱”での解説

5 .展示関係出版物

園企画展図録・解説書

展覧事業 11 

・第1回企画展図録「塵史を決めた戦い一信長の台頭

から家康の覇権まで」

2003年3月31日発行、 A4判75ページ（52カラー

ページ）、 700部＋友の会増刷分300部

・第2回企画展図録「アイヌからのメッセージーもの

づくりと心－J
2003年7月四日発行、 A4判168ページ（llSカラー

ページ）、友の会増刷分300部

・第3自企画展解説書「アンモナイトのすべて」

2003年10月15日発行、 A4判48ページ（カラー）、

700部＋友の会増刷分700部
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理
鎖 事業査

調査研究は、博物館における諸活動の根底をなすも

のである。それは、賓の高い調査研究に裏付けられて

こそ、最新の情報を盛り込んだ展示や質の高いコレク

ションの収集、内容豊かな普及活動が可能となるから

である。

当館の調査研究事業には、複数の学芸員グループ

で、必要に応じては館外の研究者も含めて、特定のテー

マを定めて年度単位で集中的に取り組む課題調査、各

学芸員がそれぞれの分野や専門とするテーマに基づい

て日常的に取り組んでいる個別調査研究、翌々年以降

に予定されている企画展のための事前資料調査などが

ある。

現在、館長を含む15名の学芸スタップがこの業務に

携わっている。

仁諜題調査

成15年F受は、次の3つの課題調査を行った。

( 1）牟披丈島＠出羽畠の畠黙と暮らし

大島及び隣議する津島は海部郡牟蚊町から約4km

の洋上にある無人島である。これらの島は、離島であ

ることなどの関係からいずれも人工林をまったく見な

いため県南の植生を知る土で貴重な存在となってい

る。また、出羽島は県内でも数少ない人が住む離島で

あり、早くから漁業を中心として開けた土地である。

島内は宅地・耕地が多いものの、南面の大池には世界

的に珍しいシラタマモが自生しているなど県内でも特

筆に値する地域と言える。自然環境としては、牟岐町

の多くは暖温帯植物区に入るものの、津島 e大島 a 出

羽島などではアコウをはじめとした亜熱帯植物の混成

が呂立ち、林床には様々な腐生植物が見られるなど特

異な植物が分布していることも知られている。これら

のことから、三島を中心とした牟岐町の層辺の島々を

調査することで、県南部を特雛づける自然及び、人文的

データが多数得られると期待される。しかし、津島 a

牟岐大島 a 出羽島を含むその周辺の島々の自然や人文

に関する調査は古いものしかなく、最近の現状はまっ

たく不明と言える。そこで、徳島県立博物館として、

この津島ー牟岐大島・出羽島及びその周辺の島々につ

いて、 2年間にわたりさまざまな分野での総合調査を

行うこととした。

響調査メ

博物館学芸員：大原賢二（昆虫）、小J!l 誠（植物ト

茨木靖（植物：調査主担者）、中尾賢一.辻野

（地学）、高島芳弘（考古）、長谷川賢二

史）、魚島純一（保存科学・考古）、磯本宏紀

俗）

（植物研究家・牟岐町文化財

まゆみ（植物研究家）、成

吉田一夫（市場町職員）

保護審議会委員）、

田愛治（i毎南町職員）、
争調査の概要および結果

15年度は本調査の2年呂として、次のような分担で

島の自然とくらしを明らかにすることをヨ標に調査を

行った。 15年度の調査で、は14年度の調査でできなか、っ

た点を掘り下げ、特に植物では、シラヒゲムヨウラン、

コウシュウウヤク、ネコノシタなどいくつかの貴重な

植物が見いだされるなどの成果があった。

大原賢二（分担：昆虫類の幼虫・成虫調査）

小JI! 誠・茨木靖（分担：植物桔調査）

辻野泰之（分担：地質について）

高芳弘・魚島純一（分担：考古学的調査）

長谷川賢二（分担：歴史的位置づけについて）

磯本宏紀（分担：民俗風習について）

(2）櫨島県的学麺類語査

徳島県の昆虫相解明のために、外部の研究者にも参

加してもらいながら、平成12年度からの2年計画でス

タートさせたが、エゾゼミ類の調査を追加することに

して15年度も継続した。夏季はセミ科のエゾゼミ類の

追加調査を重点的に行った。また水生のグループ（異

題目の一部）についても、より詳細な謂査が必要であ

ると考え、老：たから冬季の越冬中の調査を重点的に行う

ことにした。特に、 9月初旬に鳴門市で、国閣で初め

ての記録となるトガリアメンボが発見されたために、

初冬までこの種の分布調査を行った。

結果的にはエゾゼ、ミの複数値体が得られ、トガリア

メンボの分布調査も密島県および香川県の広い範囲で

生息が確認できた。

重量調査メンバー

博物館学芸員：大原賢二（動物）



館外調査者：林正美（埼玉大学教育学部）

e15年度調査の成果

①徳島県のエゾゼミ

7月25～29日に夏季のエゾゼミ類を中心とした調査

を行った。 26日に神山町から木沢村のスーパー林道周

辺で調査。 27日、 28日に三好郡池田町雲辺寺山から、

三好郡東祖谷山村腕山周辺、 29Bに脇町大滝山での調

査を行った。雲辺寺山、大滝山でエゾゼミを採集・捕

獲できた。

②徳島県の水生半麹類

. 10月17～19日、 16年3月22～24日の2回、林氏と共

に調査を行った。 9月以降は徳島市内の城山下の池，

渋野町、鳴門市周辺のため池、阿南市新野町などのた

め池を中心にトガリアメンボの生息調査を行った。 10

月18日は愛媛県新居浜市、川之江市、香川県観音寺市

間辺までトガリアメンボの分布調査を行った。

. 9月以降はトガリアメンボが発見されたため、大原

が中心になって帯、島県及び香川県の多くのため池を調

査し、本種の分布調査を中心に行った。愛媛県までは

分布を拡大していないようであったが、我々の調査で

は徳島県では三好郡三野町、香川県では高松市から観

音寺市の聞くらいまで、夏以降に一気に分布を拡大し

たことが確認された。

(3）潜水漁業の現在とその環境利用

本課題調査は、平成15・16年度の2カ年計画で進行

中である。

潜水漁は、徳島県においては県南地域で行われる採

員・採藻漁法の 1つである。これに関連する歴史学

的、民俗学的研究の蓄積は多い。徳島県域を中心にし

てみた場合、旧阿部村の海女についての瀬川清子の昭

和初期の記述、『阿波のいただきさん』として世に出

された岡田一郎氏の研究。 1980年代に行われた歳森茂

氏による一連の漁具研究などがある。

しかし、それ以降、最近の事例報告はあまりみない。

民俗事象全般に変化が予想されるし、他地域では近年

しばしば論じられる環境論からの報告はいまだ十分で

ないといってもよいだろう。加えて、近代における出

稼ぎや移住など漁民相互の動きの中で、徳島県域は十

分に位置づけられていない。

したがって、漁具、漁法や漁村における民俗に顕れ

た潜水漁従事者の漁場空間への認識方法、資源管理方

法、空間認識について、民俗学的アプローチにより調

査を行ったO この調査により、潜水漁に関する労働と

環境利用の実態を明らかにすることを目的とした。

．調査メンバ一

博物館学芸員：磯本宏紀（民俗）

調査研究事業 13 

館外調査員：小島孝夫（成城大学文芸学部）、高橋

健一（日本民俗学会会員）

・調査日程と調査地

5月17日～18日：伊島・出羽島

8月2日～6日：出羽島

9月13日～15日：伊島

11月1日～2日：伊島

．調査概要および結果

調査地を阿南市伊島、牟岐町出羽島として、次のよ

うな調査分担で調査を行い、調査地における環境利用

の概要が明らかになった。

小島孝夫：離島における農の役割

高橋健一：交通・交易と生業

磯本宏紀：潜水漁における漁場利用

2 .分野別（個別）調査研究

大原賢二（動物・見虫）

①日本産ハナアブ科の分類学的研究

②徳島県のヒラズゲンセイの分布調査

徳島県のヒラズゲンセイの分布調査を行った。 15

年度は新聞記事などによる分布記録として、穴吹町

での発見があり、さらに一般の方からの電話連絡で、

美馬郡脇町、板野郡上板町などでの発生も確認でき

たO 徳島市内でも数カ所の発生地を調査できたが、

インターネットでの県産標本の販売などが行われて

いるとの苦情が寄せられたため、報道機関への情報

提供などは行わなかった。これまでに得られた産地

情報から、県内のほとんどの市町村で発見されてお

り、広く分布していることが伺われた。現時点で発

見されていない標高の高い町村に分布しているかど

うかが今後の調査目標となる。

③アサギマダラの移動調査

アサギマダラの移動について、 15年度も継続して

マーキング等の調査を行った。マーキング調査への

協力者も増えつつあり、 15年度の秋の移動記録はき

わめて多数得られ、特に徳島県から鹿児島県の薩摩

半島南端、南西諸島の喜界島、沖縄県南大東島への

長距離移動が確認された。

④マレーゼトラップによる県内の昆虫相の調査

名古屋市の名城大学農学部昆虫学教室の山岸健三

氏と共同で、 15年度は、麻植郡川島町と阿波郡市場

町に属する吉野川の中洲である善入寺島に2カ所

（秋以降に 1カ所追加）のマレーゼトラップを設置

し、 2～4週間間隔で回収を行って、その付近の昆

虫相の調査を行った。
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すでに約2万頭の標本が作成、科までの

当館に納められており、今設の調査研究用資料とし

て保管されている。

性藤陽一（動物・脊椎動物）

①県内の淡水魚類相調査

県下の淡水魚類相調査の一環として、鴇島町三谷

川などで、調査を行った。

②勝浦J11に生息する魚類の生息環境に

調査データ（1999～2002年）

積する FPOM（有機性能縮粒子）が魚類に及ぼす

影響を評価した。徳島大学工学部建設工学科との共

同研究。

③窓島市国府alJ以西用水に生息する

演する研究。

lこ

島大学大学院工学研究科エコシステム専攻との

共同所究。

④メダカとカダヤシの種間関係に関する研究。

徳島大学大学院工学研究科エコシステム専攻との

共同研究。

⑤那賀川における回遊型カジカの保全に関する訴究。

徳島大学工学部建設工学科との共同研究。

田辺力（動物・

①県産無脊椎動物相の調査

内市にて海岸無脊椎動物相の調査を行った。

②ヤスデ類の進化生物学的及び分if'.，液成分に関する研究

パパヤスデ属の属の交尾器形態、および生殖隔離機

構の進化要因についての研究を進めた。

③ヒメヨロイヤスデの防櫛用分諮液の化学組成に罷す

る研究を行い、その結果を報告した（桑原探正氏ら

と共同）。

小川誠（植物）

①美郷村の植物相調査

平成15年度阿波学会の調査の」環として、美郷村

の植物相調査を行った（木下 覚、木村靖夫氏らと

共同）。

②ヨモギ属の分布調査

日本産ヨモギ属の分化と分布の現状を探るため、

大合県で、の分布調査を行った。

③絶滅危倶種の保全に関する調査研究

絶滅危慎種のフジバカマについて、園j頭打！の分布

を調査し、工事により破壊された生育地の復元方法

の検討を行った。

④j留j阜の植物相謂査

阿南市および徳島市など県内の潟地の植物相を調

査した。

茨木靖（植物）

①県産植物相の調査

海部郡牟岐町丈島およぴ麻植郡美郷村真野々山を

中心に、信島県の植物栢の調査を行い、その成果を

した（木内和美民らと共同）。

②ススキ属の比較研究

国内外の博物語、所究機関より監界吾地のススキ

属の標本を借用し、その異問、分布などに関しての

調査を行い、その成果を報告した（大橋広好氏と

同）。

高角芳部（地学）

①日本のと部白亜系の化石層序に

阿讃Li！地の和泉層群から産出するノストセラス科

アンモナイトの分類学的検討を行った。また、平成

15年度に間程した企画震に関連し、

痕の修復痕、種内変異や二型などが観察できるアン

モナイト標本の調査を行った。

②勝浦JIi流域下部自

を行った。

中尾賢一（地学）

内装用石灰岩の調査

（東京都永呂町）およ

頭謂査（阿南市および木沢村人聞き取り調査（阿

南市および岐阜県大垣市）を行った（石田啓祐氏ら

と共同）。

③鳴門海峡海底の貝化石の調査

鳴門海峡の海底から底曳網にかかって得られる貝

化石について、 を調べ、年代測定を行った

らと共同）。

辻野泰之（地学）

①上部白亜系の軟体動物化石に関する

パキュワテス類（異常巻きアンモナイト）の分類

の検討を行った。特にil司讃白紙の和泉層群と北海道

の蝦夷累署群から産出する偲体について比較調査を

行った。

②香川県さぬき に分布する和泉層群の岩相と

物化石についての調査

にすでに所蔵されている

含めて、検討を行った。

高島芳弘

①石井町前山古墳群の報告書作成に向けた調査

を

発掘調査時に作成した医面類の整理と20m前夜の

小さな前方後円墳の類例を調査した。

②ヒスイを使っ のアクセサリーの所在調査



糸魚、JII田辺のヒスイ原石や北壁方面から出土する

大珠、勾玉などの所在調査を行った。

さ企画展「縄文の美j資料調査2

17年震開催予定の企画展の準慌の一環として、青

森、岩手、宮城を中心に亀ヶ同文化関連の資料の所

を行った。

陶惑器類の調査

にかけての 産地や製

－考古j

①県内

に昨年度課題調査を実施した星河内美国語鐸の

補足調査として、ノ辰馬考古資料宣言が所蔵する星河内

を調査し、

する問ー倍体の破片が含まれることを確認した。

②臭化メチJレ嬢蒸に替わる

これまで続けてきた窒素を使った殺虫処理法の実

用化のため、小型の窒素発生装置

までの殺虫処理の実殺を行い、実ノ弔化のめどを得る

ことができた。今後はさらに大型資料への応用を検

討する。

③展示室内等における害虫

これまで使用してき

にどの場所でどのような

も

てる予定である。

④県産スギと珪藻土を用い

県内企業等が開発中

よづ戸ノ」、．、

ボード開発への協力

においてどのような利用が可能である

を行った。また儒蒸が調湿効果に及

iます影響を調ベるための謂査を共荷で

⑤外部依頼による

i県埋蔵文化尉調査セン夕、、

センタ一、 会などの依頼を受け、出

による材質調査を行っ

たo

a 徳島大学埋蔵文化財調査室などの依頼を受け、

文化財等の赤外娘TVカメラで、の調査を行った。

－県内市町村教育委員会、博物語施設などの文化財保

らの依頼を受け、吉文書、民具な

した。

山JII浩嚢（歴史）

引恵高城の石垣の築造年代に関する調査

f恵島域の石垣につい、て、野面讃み＠打ち込み接ぎ＠

り込み接ぎの3種類の石積み技法に分けて調査を

、山城と平城との石垣について、 3期にわたる

調査期究事業 15 

おおまかな築造年代を確認した。

Cl f恵島域の石垣の刻印に笥する調査
門にあたる大手門を中心に存在する文

字や図形の刻印について、積み石の位置確認や刻印

の分類を行いった。さらに徳島域の刻印と、名古屋域＠

大坂城の刻印との比較検討を行った。

③名古屋域の石垣工事に関する調査

徳川幕府から名吉屋域の石垣工事を命じら

語賀家の工事箇所について、本丸。西の丸 a 御深井

えの 3笛所を確認した。併せて、石垣工事に伴う控

家の刻紋調査を行った。

長著J11賢二（歴史）

①熊野信仰の伝播に関する調査

を通覧し、中世を通じた

をj主めた。

）！！流域における熊野宮保

についての史科調査に取り組み始めた。

②イ修験道当山派成立前史の再検討

神山町勧善寺所蔵大般若経巻二OJ＼奥書の記載を

を手がかりに、権験道当山派の成立前史の見査しを

た。今後も関連史科の調査を継続する。

③戦国軍記の研究

を中

とする三好長治に爵寸る記述を取り上げ、そこに

投影された価値観と背景を検討した。

④田富山地における歴史意識の展開に関する研究

剣山周辺の南朝系文書や、祖谷LlJにおける平家伝
を手がかりに、山間地域の歴史意識の様相を

1 同L一、
し l~o

圧武憲子（民浴）

①アイヌ文化と穂高県の関わりについての資料調査

アイヌ工芸品展の開催にあたって、アイヌ文化と

島県の関わりを示す資料の調査を行った。

②神山町のくらしについての調査

神山町史編纂にあたって、専門委員として神山町

での暮らしぶりについて謂査を行った。

③徳島県内の河童伝承についての考察

徳島県内に伝わる河童缶承について聞き取り謂査

によって得た情報と文献に謁載されている情報をま

とめ、分布図を作成。情報から読みとれる特徴につ

いての考察をした。

④五月節供の猿職についての’情報収集

県内の五月節供に見られる猿職の風習についての

情報収集を行った。

磯本宏紀（民俗）

①潜水漁及び＼語、村構造に関する研究

県南部の；溝、村を中心に展開される潜水漁にワい
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て、その環境利用、ノJ間関川、

る調査を謎続中である。漁村における

理を諜札近代における移住や出稼ぎから生じ

働漬行について検討し

②昆搭誌の記述に関する研究

に昭和初期の民俗学確立患に書かれた民俗誌、

を調査し、民俗の変化、民搭記述の

変化を検討するための材料として整理した。また、

と記述法の変遷に bついても考察を進めている。

③ヨツゴに関する調査

美郷村域において、傾斜地にある常畑で寵用され

る鍬の一種であるヨツゴと、それを黒いた労鵠につ

いて調査した。

東祖谷山村、

心として、唐竿の形態、材質、復活形懇な

について調査した。また、これらのデータをもとに

地域差についての積討も行うた。なおこれらのデー

タは、県内を含む四冨唐竿調査の苛Eをなすもので
ある。

大橋龍雄（美箭工芸）

①塗師藤重の研究

藤重の作品を把握するため、各所蔵者、所蔵諮の

元で、調査を行った。

②県下の赤;:jヨ刀等の研究

特別陳列の準備と平行して、県ド赤羽刀について

謂査を行い、あわせて刀装具関係の資科も探した。

③飯塚桃葉＠谷田忠兵衛の研究

語島に縁の深いこれら漆工にういて、実態を解明

るべく調査 e 研究を行った。

④県下所在美前品の調査

県下個人の所蔵する美指品を調査した。

1 科学研究費補動金による

審基盤罰究｛弓）一設け）：二次草地の保全に向けた

施策立案のための学際的・器全生態学的期究

14～16年J宮）

研究代表者：鎌田磨人（窓島大学工学部助教授）

当館の研究協力者：長谷川賢二、庄武憲子、

轟奨励研買：ミド I）パパヤスデ覆護合体における

寝離機構の解明（平成15年度）

研究代表者：田辺力

4 . 
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に分布する

ひ113. 

の詳新絞清／：高

p. 15-25. 

憶島県立博物館平成15年

漁の現在とその環境利用J
：海の！向こうから

開き書き 。p,29-45. 

: i替水；砲をめぐる漁場空間ー序説一伊昌に
ける水平治共同空間と垂直的留別空間.p.47-56. 

：穂高県立博物館に新たに技蔑さ

内出土と伝えられる袈裟裡丈銅鐸， p. 57-68. 

大原賢二。林正美＊：四国におけるトガリアメンボーの

度課題調査

p.27 

こうへー
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（単号本命図書）

ギマダラ f田
をする

* (2003.3）各地のア

自靖夫ー

むし社9

大原賢二＠荒川

国J，宮武陸夫
ア什ギマダラム

一一により

したザケ

ーで

（徳

o.137-140. 

12) 

レッドデータプランツJ,
12) 

レッドデ タプランツム

〈露史〉

i賢二（2003.12）穂高県立博物館＠解放出
「人権でめぐる博物舘ガイドJヲ解放出版社： 138
139. 

長谷川 まり；先達とその

と本山派．本宮町史

，本宮町： 190-

4）『すまいとくらしj編集委員

3 すまいとくらしJ，寵島市立図書
231 232, 243 246ヲ 280283. 321 

8回：

9 @:I : 

二子、

「本宮町史

254～262. 

〈民強〉

j上

「問波の

: 193-

323. 

欄記事

: ）叉砂の精製， No.51ラジ.23. 

：生きた化石ーオウムガイー.No. 52, p. 2-3. 

: Jll環境と魚－FPOMの影響一.No.53，ι2-3.

庄武憲子：正月のまつりかた.No. 54, p. 2-3. 

（＊印：

in defence-

Journal of 

とその分布状況.p. 69 83. 

二：アザギマダラの移動に関する

ほ002,2003年）. p. 85-112. 
省吉田和人記：

島県の鳥類.p.113 128. 

清水孝昭本－薬師寺房憲＊；

keta. p. 129-132. 

ーァド内和美＂ .斎藤正＊：徳畠県から

見された帰化植物3蓮：アレチキンギヨゾウタ

アゼガヤ，ホウキヌカキピ.p.133 135。

小Jil誠＠木下量＊守田淵武樹＊：

におけるフジバカマ

M. 

( l E) 

54 

or (2004.2) . i" taxono泊c

156. 

山崎敬生本。上月康到＊ ' 

保美知子決舎小島雄＊

よるメダカの鰭の損傷．

講詰要旨： 70.

陽一ー間

及ぼす FPOMの

旨： 74.

上月

山崎敬生＊．

. Journ品lof .Misccmthus sεction 

79 (1) : 4 22. 

茨木靖・木内和美＊，佐治まゆみ訟。成田愛

(2004. 2）シラヒゲムヨウラン（ラン科）の新北限産

地。植物地理。分類学研究， 51(2):187-188. 

(2003. 10）河川性魚類の生息に

2003年度ヨ本魚類学会年会

. Estima-Y. H. 

tion of allorn己むなshell

＊ー佐藤陽一・大久保美知子＊。

上仁士＊ (2003. 10）都市近郊に残さ

of Baculites tanakae M飢 umotoand Obata （設LateCre-

Rε一t昌ceous

7 (3) : 245 255. 
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生

7＠］研究発表会講漬集： 4346. 

副岡部健士＊ (2C04.3）魚類調査．間土木学

ダム水環境改善事業調査。河川環境調査合併

調査委託報告書：勝浦川勝浦郡上勝町～勝浦町

目。.2，平成同年3月＠ : 6-1～13. 

木下貴公寸童北ちず子＊。小Jll 誠・片lll泰雄＊，木
＝木内和美＊．真鍋手G男＊ー水t：敏夫＊

(2003. 3）三野釘の植物相ー

三野町総合学術調査ヲ阿波学会： 2536. 

小JiI 誠（2003.12）学芸員の仕事に使えるデータベー

スs 月刊ミュゼフ（61): 14-15. 

日本植物分類学会野外

会ニュースレ

-r ./:JSヰzk～，dコV L ン「方亡

f霊セイヨウウキガヤ occidental is 

C Nεlsonを確認水草研究会誌， 79:25 26. 

茨木靖ー岩佐春香（2003.12）ホウガンヒルギ属種

漂着物学会誌：： 33.

茨木揖（2003.12）ススキとオギ＼徳島の自然 64:7四

〈地学〉

両角芳郎（2004.3) 

史民俗資料館・

呈J(10) : 8“ 
両角芳部（2003.10）アンモナイトのすべて一

物館企画展への招待（上）パラブゾシア； （中）プ

ラセンチセラス； （下）ニヅポニテス。諮島新聞10

月24日， 25日， 27Bタ干I].
ー元山茂樹＊白石田 啓祐本 g 寺戸恒夫＊。森

＠中尾賢一・森江孝志不暢香西 武本・福島

浩三＊イII村教一記（2003。3）桂昌県西部地域の和泉

層群と中央講造線関連の地質・地形三

．阿波学会紀要

阿波学会： 1-12.

〈考古〉

(2004. 3）高松市宗高坊域遺跡より

赤色顔料付着遺物の蛍光X親分析についてa

市埋蔵文化財調査報告書第68集「宗高坊域遺跡jヲ

高松市教育委員会： 42.

島純一（2004.3）高松市天満・宮西遺跡出土赤色顔

料付着遺物の蛍光X続分析について．高松市埋蔵

文化立す調査報告書第69集「天満 a 宮西遺跡～！6

編～j，高松市教育委員会： 8587. 

魚島純一（2004.3）高松市束中筋遺跡出土赤色顔料付

l －，－唱
し／｝

着遺物の X線分析についてa

ラ高松市教育委中

員会： 4648. 

魚島純・ (2004. 3）久本古墳丘；土赤色顔料付著陶棺の

X線分析について，

告書第71集「久本古墳J'
心霊史〉

J. 

長谷川賢二（2003.4-2004.3）阿波圏一連携する

員；合戦函とイラク戦争；：牟岐丈島を歩く“鬼”の

正体；田んぼのにおい；観心十界函に思う；

と人権；地名；模索する博物館；ふるさと；ゴジ

；コレクション.｛恵島新聞4月5B ; 5月

3日： 5月31B ; 6月28日； 7月26日； 8月23日；

9月20日； 10月18日； 11月15日； 12月138; l月10

日； 2月7B ; 3月6B 

長苓JII賢二（2003.4）桂島県立博物品目e

(517): 116-117. 

ω 君塚仁彦

7) : 145 

ii賢二（2004.2）阿波の巡礼とその資料，「回

遍路と世界の巡礼j編集委員会編「四国遍路と世界

の巡礼国内シンポジウムープロシーデイングズJ青
: 50-56. 

k 国文学

(2004. 3）座談

との連携 「総合的な学習の時

17. 

e 佐藤信之＊ • j幸田孝手!J*.高構啓＊。長谷

川賢二。平山義朗＊・宮程修ネー森本喜代貴＊＠森

人吉原羽目r，和田敏孝ネ（2004.3）穂高県
教育委員会編「槙島県同和地区民俗文化史調査報告

5 J，徳島県教育委員会フ

庄武憲子（2003.5）「今111の農村費台J
阿波農村費台通信ヲ（0），河波農村舞台の会： 4.

庄武憲子（2004.3）歴史家網野善彦先生をしのぶa

島新開3月3日朝刊a

庄武憲子（2004.3）那賀川町の猿椴；新刊紹介神w
町成人大学編集部編『神山の民具j『神山の員呉2l



徳島地域文化研究ラ（2), 

169ラ 189-190.

: 168 

磯本宏紀（2004.3) LlJ開地で使用されるからさお．穂

高地域文化石芳究，（2λ 穂島地域文化i研究会： llO
121. 

磯本宏紀（2004.3）環境と生業a 福田アジオ編『4、JI
島の畏？谷一群馬県利根郡月夜野町下；孝小Jil島一』，

: 26-34. 

(2004. 3）「オガワジマクワ」という呼称。

福田アジオ編『小川島の民俗一群馬黒利根郡月

1鳥 j，神奈川大学： llO-ll 7. 

学会＠研究会等での発表（* sri：錯外研究者）
大原賢二（2004.2）アサギマダラの移動の記録、 2003

ら見た特殻．日

揚一.大久保美知子＊－

山崎敬生＊寸T上仁士事（2003.9）都市近郊農業水路
における魚類相とその変動特牲について．土木学会

第58回年次学術講演会（徳島）．

山崎敬生＊．上月廉則＊。佐藤陽一＇ 83代優秋＊副大久

＊・小島主在来（2003.10）カダヤシの

によるメダカの鰭の損傷。 2003年度号本魚類学会年

陽一岡部健士（2003.10）河川 の生層、に
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小

及

（

日本魚類学会年会

⑫上月康ml＊・佐藤陽一・大久保美知子＊－
山崎敬生キ。ネす上仁士キ（2003.10）都市近郊に残さ

れた素堀水路内の魚類群集に関する調査a 応用生態

工学会第7回研究発表会（北九州）。

田代優秋水ー上月康目IJ*.佐藤陽一ー山崎敬生ホー大久

保美知子＊ー小島雄＊。村上仁士ネ（2003.10）カダヤ

シによるメダカの鰭の損傷とその影響について‘四

国魚類研究会（日和生に

田辺力。曽田貞滋＊ (2003.8）雌雄の利害の対立に

よる急速な形態進化：パパヤスデ属の交尾器＠日本

岡大会（福岡）．

田辺力（2003.8）形態測定学夏の学校：見てわかる

的形態測定学．日本進化学会福岡大会（福

間）圃

田辺力。曽田貞滋＊ (2003.10）雌雄の科書の対立に

よる急速な形話進化：パパヤスデ属の交尾器包司本

昆虫学会第63回大会（摩木）．

小川 誠（2003。9）徳島県産植物に関する 2～3の新

四国植物研究会（香川県琴南町） • 

小JIi 誠（2004.3）徳島県立博物館の情報戦略．博物

調査請究事業 19

ホームページ推進研究フォーラム研究集会（新潟

県長岡市λ
中尾賢一（2003.9）下部更新統口之津層群加津性層の

堆積環境と

会大会（静問）. 

中尾賢－・鎌滝孝告＊ー藤原 j台＊ .小野

(2004. 1）鳴門海峡北西部のj毎まから得られた

フjぇ期の良化石．日本古生物学会第159回例会（煎本

県部所浦釘）

辻野泰之（2003.8）異常巻アンモノイド： Bandit出

tanakaeの相対成長の推定＠日本進化学会福間大会

（福岡に

高島芳弘（2004.1）石井町前

9田中国四国前方後円墳研究会（徳島）．

長谷川賢二（2003.11）阿波の巡礼とその資料．「西国

遍路と世界の巡礼J研究集会（松山）．
長苔JIJ賢二（2003.12）四国山地の歴史・文化一

学からのアプローチに向けて一．第1酉呂田草原保

全研究フォーラム（東祖谷山）．

！賢二（2003.12）修験道当山派形成の一前提

島県神山田了勧善寺所蔵大殻若経巻二0八奥書の検

討を中心に a 第43回四宮中世史研究会（中村）．

長谷川賢二（2004.l）小杉橿都と f殻古雑抄j（大会
準嬬報告に寵島地方史所究会例会（穂高）ヨ

長谷川賢二（2004.2）小杉櫨都と f設古雑抄上第27
国徳島地方史研究会公開研究大会（穂高） • 

庄武憲子（2003.4）徳島県の盆描．徳島地域文化研究

会例会

庄武憲子（2003.5）鬼寵野の年棚．守幸、島民俗学会例会

（搭、高）国

庄武憲子（2003.ll）昭和30年代の神山町のマチ．

島民俗学会例会（穂島λ
(2003. 10）伊島 a出羽島の畏搭調査におけ

るいくつかの間題提起．密島民俗学会例会

磯本宏紀（2003.12）潜水漁と漁場認知一伊島の事例

からー咽徳島地域文化研究会例会（語昌に

大橋陵雄（2003.12）藤重と茶器繕い．

会（大阪に

6 .研究会＠学会等の罷龍

昏植物談話会

関催日：平成14年4月～15年3月までの毎月 1回

開催（土曜日の18:30から）

会場：博物館実習室

参加者：毎回約15名
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事徳島地域文化期究会総会＠続究会

開糧自： 4月29日（火）

会場：博物館講座室

参加者：

番f意書地方史研究会総会

日： 5丹11日（日）

会場：博物館講座室

参加者： 10名

選豊平成15年度鳴門史学会研究大会

日： 10月11日（土）

会場；博物館講座室

参加者：

事平成15年度自本植物分類学会野外研／！事会

開催司： 11月8日（土）～ 9（ヨ）

会場：i専物館講座室・臼和佐町ほか
参加者： 31名

事第2盟中題関覇言立方後円境研究会

開催日： l月24（土） , 25 B （日）

会場：二十一世紀舘イベントホール

参加者： 140名

轡第号露関霊地区震史系学芸員命アーキピスト交流集会

間｛崖日： 3月7日（日）

場：博物館講座室

参加者：

7臨
回？

仁担剖

学研究費播助金の申請を行う

きる学構覇究機関の指定

l土、平成9年に指定を受けようと文部省（当

時）と協議を行ったことがあるが、その時は「博物語

は社会教育機関であり、研究を主たる業務とする機関

とは認めがたいjとのことで、申請を断念したことが

ある。

その後、平成13年8月の の指定に関する要項」

の改正により指定の基準が緩和されたのを受け、滋賀

県立琵琶湖博物館、北九州市立自然史ー歴史博物館な

どいくつかの博物舘が指定を受けた。当館でも平成14

年夏にこうした新しい動きを知り、申請に向けて丈部

との協議をはじめ、平成15年4月に申請書およ

び添付書類をまとめて提出した。その後、 2, 3の訂

正と追加資料を求められたが、 6月に最長冬的に受理さ

れ、 7月22日付けで科学研究費補助金取扱規程第2条

4号の規定による研究機関の指定を受けた。

今後は、学芸員が優れた研究計画を立てて科学研究

費補助金を申請し、それが採択されることをめざす努

力が求められる。
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資料の収集と保存；土、博物館にとって最も基本的な

機能である。当館では開館以来次の4つを基本方針と

して資料を収集している。

1 ）密島の自然と人文に関する資料のすべてを収集

の対象とする。

2）地域に根ざしたテーマを設定し計画的かっ集

中的な収集をする。

3 ）徳島の概要あるいは特牲を把握するため，世界

を対象とした比較資料の収集をめざす。

4）一次資料のみならず、すべての二次資料をも収

集する。

資料の収集手段としては、採集・購入・寄贈，交換

など様々な方法で、行っている。学芸員自らが積極的に

収集しているほか、最近では、県民や官公庁からの資

料の寄贈も増えてきている。また、資料の購入には美

術品等取得基金を充てている。

収集した資料は、調査研究に役立てているだけでな

く、展示や教育活動、地の博物語や研究者への貸し出

しなどを通じて有効に活用している。

平成15年度も 5名（人文ム自然3）の文化推進員＠

臨時補助員の補助を得て、資料の整理作業を進めた。

仁採集資料

事動物

シマヘピ

ハッカネスミ

鴇島町三谷JII産魚類

カムルチー稚魚、

イノシシ幼獣

那賀川産カジカ e アユカケ

カジカガエル

愛援県鴨川i産魚類
ハリセンボン

日本産多足類

ドブガイ

トガリアメンポほか水生半麹類標本

マレーゼトラップによる県内産昆虫

舎植物

県内各地の標本

点

点

点

点

点

数

点

数

点

数

点

数

頭

1

1
弘

2

1
多

1
多

1
多

4
多

∞ハH
U
ハリ
円
ノ
u

－

多数

争地学

愛援県土居町関Jll産岩石 e 鉱物

高知県産鮮新世良化石

長崎県産更新世良化石

高知県産第三紀生痕化石

和泉層群産自室紀後期化石

著書考古

石；件（阿南市水井町中

2薗購入資料

畿地学

こはく

北投石ほか国内

水鳥の足跡ほ

木の葉化石

しのぶ石

プシッタコサウルス

輝安鉱

コウイカの甲の化石

補イ！お震があるペリスプインクテス

レ｝＼ノン

アメリカ産恐竜の歯

ドイツ a メッセjレ産動物化石

チリ産カグラザメの歯化石（セット標本）

轡歴史

御鷹狩圏

蜂須賀正武書：！犬

蜂痕賀家武具＠調度品

緒方家文書複製

菅生家文書複製

昏畏信

弓本山海名産国会

水産事項特別調査

51札
豊美術工芸

武内宿禰図絵馬＊

に鷹函

鯉図

扇散模様料紙調箱

渡辺広輝筆

中山養福筆

松浦春挙筆

谷田蒔絵

数

数

3
多

多

21 

p
h
J
U
 

9点

1 

1 

1 

1 

4 cゴ

4 

4 

4 

J. 

l 

i点

4 

l 

2 

5 

1点

目点

古

川

土

口

山

1
i
寸

i
ム
可
！
み

1
i
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守イ主家画稿類中？新商T橋渡紛密jの下函

牟岐JII 

間山県産アナ

タヌキ

マミジロ

ハイタカおよびアオゲラ

i日吉野JII 7J＼＇..系産他魚類標本
布人民田士口

徳島県農llJ村整情課、

l点竹部

703点

l点吉成

ーの角のニュース挟像

四国放送

東保秀｛憲民

森中定治氏

ムササピ

正氏氏蔵書

ヒメアマツ／てメ

日和佐町沖から得られたクー

ピデオテープ 1 

ハイタカ 1 

；三氏弐関係文献 2点

吉野JiI産イドミミズノもゼ他標本3

国土交通者窓島河川国道事務所

l点坂口正男氏

1点吉田和人民

3点 LU下正和弐

多数高橋弘明弐

l点太田尚子氏

1点成田愛治弐

源氏物語夕顔留＊ 守イ主貫魚筆 1 

守イ主家画稿類不 3,763点

刀 銘 jl引十i泰吉作 1点

短刀諮 問刻、！藩井上（以下不明） 1 

短刀銘 河子i'!横山彦兵衛慶定享和元年五月日

1 

における

守｛主家画稿類

梅山ろに国 河野栄寿筆

（＊印は平成15年度薄物館資料収集委員

審査資料）

正子氏3,846点購入資料合計

寄贈資料3組

密島県河川課

徳島県河口l

ヤブサメ

アオサギ

ドンコ写真

104，点

49点

61点

島県農llJ村整備課
1 

毒暴動物（脊推動物）

飯尾J11産魚類業本

宍喰J11産魚類標本

ニホンカモシカ

日和佐町奥方JII産他魚類標本

222点

1 

多数

日本野鳥の会徳高県支部

愛知県産ナガレホトケドジョウ標本

l点

水産学会誌ほか学荷雑誌バッタナンバー

多数

l点

2点

l点

藍生野保健衛生課

本塁小1
6
 

類

ン

色

一

ゲ

カ

産

川

ウ

タ

町

部

ヨ

イ

島

物

チ

ハ

北
穂高県河川

吉田正隆氏

語島県農山村整備課

l点井戸浩之氏

1点白井啓二氏

l点箆島県河JIl 

2点

（間徳島県文化振興財団

1点山田和彦氏

トラフズク

ノウサギ

山城町白J11谷JI！産魚類標本

ヒメアマツパメ巣

譲氏

タウナ

島県産鳥類

清氏

公男氏

内田

桑野

369点

1,878点

域ヶ島産シピレヱイ

毒事動物（無脊椎動物）

穂島県産甲虫類標本

癒島県産昆虫類標本

勝彦氏

龍夫氏

昇氏

国

浜野自由支町産エラブウミヘピ標本

園瀬川産魚類標本

藍住町産キツネ
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JI l課178点

530点

ブジタ建設コンサルタント

語島県産水生無脊椎動物

雅彦氏

ヒノ川／

物

タ

動推
ス

ガ

脊

ス

キ

本

無

産

ウ

標

産

島

、

ゥ

産

沖

ン

ヨ

県

亀

物

タ

イ

島

丸

植

シ

パ

セ

識
轡

関原菊太郎氏

魁越英伸氏

自i期武智氏
幸一氏

節氏

福岡

同橋

大平馬喜太氏

高知県産鮮新世貝化石

石材サンプルおよびカタログ

命考古

前

噂歴史

愛治氏田

久雄氏

利子氏

康夫氏

沖生氏

教悟氏

砂子

田中

元木

3 

22点

171,点

1 

；まか

麿士氏

久子氏

出

佐

藤

島

藤
山
石
佐
出

コンニャク果実標本

1 

1 

3 

多数

まゆみ 6

l 

内藤

各1点

4点

7 

ウキif、ヤ濡ースス

生物季節観測用スス

海南町産植物標本

ブタノくガキ

ベトナムーインドネシア

保呉氏

木村氏

酒井氏

正明弐

桂氏

池i期

大秒

機算計式

る

勤手
高秀氏黒沢

4調

轟考古

直毅氏

美代氏伊藤

多数

1 

l 

l 

1古

3 

1占

107 

大夜市立自

1件山田

1糾jτ 

1件

ム

西山

ヌメリ

スス

ハマナタマメ果実

ダイズ

沖縄県産種子

スナシパ標本

植物標本

山町長

恵氏本

摂

横

坂

山

高

2 

1点

3点
パ

童郭文軒平瓦

神山町東寺銅剣

宰大氏

和昭氏

英明民

回

出

回

福

武

内

3 

1点

4 

毒事墜史

三本健二氏

自亜紀アンモナイト（鯵寄痕あり）

1点佐藤

白亜紀アンモナイト

4 

1）ビコセラス（白豆議己アンモナイト

1点高用

北海道産後期自軍紀アンモナイト

6点

5点

忠行氏

大地

松村

西！日

辻野

田

スミ

スミレ属標本

スミレ属諜本

フクジュソウ

覇地学

務；吉町員 e アンモナイトイヒ石

石灰岩ほか化石。

勝浦町およ

上部蝦夷層群産パキュリテス

百本各地の中新世～更新世貝化石

高知県室戸市産クジラ化石 l 

鎌田誠一圏西川忠行氏

高知県室戸市産クジラ化石 1点六久保美智子氏

紀伊水道産ノコギリガザミ化石1

建築用石材

アンモナイト

南部北上山地産古生代化石

エクロジャイト

門海峡海底産ナウマン

花火製作関連資料 6点仁木

設が巌七本槍三設呂政右衛門（初代天狗屋久吉作）ほか

3点 盟国放送

博司氏

洋一氏

田

昌鬼

4占

豊美f精工芸
丹生明神面｛象ほか

丈六寺百J!I画賛ほか

氏守

5点

Z点、

ウ・貝化石

約15点 4、聖子
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5 

轡動物

メデう3・fl

寸タ

ケー

アオ

ヅルグレン

蕃地学

出

ジタル画像

出イグアノドン歯化石

ニホンムカシジカ（角）

事考古

事睦吏

fよ二巨まf 物

地 学

歴 史

俗

美 持t ーし ー子与A

ヱ三ご

ムロ 言？

l点

きしわ

2 

＠石銭

37 

ピースアクション2003

上八万小学校

上八万

3月31日現在）

182,700 

7,433 

3,371 

9,187 

ム785

8ヲ873

853 

みとものつら

か

5図

ア毘

3月末日

とおり。

収蔵資料について

のから順次コンピュータ

作成している。

5蟹

182ラ353 61 

7ラ337 94 

3,226 73 

8,399 26 

4,775 ::J 「

8,864 。
9〕ワA、J 314 

石川

2占

り

福島市立想

ぇιノ

2 

13 

f 士

5 

LL 

107 

59 

758 。
5 
寸

1,506 
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審博物語資料報集委員会委員

（。委員長、 O副委員長）

氏名 l 役職（専

幹、王
けれハハ

ム
ヰ
ロ
斐
ポ事

授
田

教

財

部
興

学

口

反

日

山

イ

1

i

 

i

j

i

 

化

合
文

総

沼
町
…
＼
｝
／
笠
J

台
前
俗
大

徳

民

島

問

／

＼

穂
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展示解説

企画展図録

収集した資料、貸し出し後返却された資料は、原則

としてすべて収蔵庫への搬入、展示に先だ、って嬢蒸を

当館で

を行、っている。

運動減ff：壊蒸装置による鷺蒸

小型資料の爆蒸は、資料の受け入れのつど、担当学

芸員が減圧爆蒸装置を使って行う。減庄；濡蒸装置の有

効内寸は、たて130cm×よこ120cm×奥行140cm（約

2. 3nf）で、震蒸剤には臭化メチルと酸化エチレンの

混合ガスを使用している。

15年度は18屈の減圧慎蒸装置による濡蒸を行った。

審常在建蒸麗での壊蒸

に入れることができない大型の資料

は、一時保管庫（24S寺関空調）に仮収蔵し、資料が適

当な量になった時点で、常庄燥蒸庫で、嬬蒸する。

常圧議蒸庫は床面積20rrl×高さ 3m（約60rrl）であ

り、爆蒸は文化財専門の濡蒸業者に委託し、爆蒸剤に

は臭化メチルと酸化エチレンの混合ガスを使用してい

る。

15年度は、 3屈の常圧濡蒸庫、での燥蒸を行った。

争収麓j車の全室密閉場蒸

収蔵庫への出入りなどにともなって、害虫やカピな

ど資料の保存に悪影響を与えるものが侵入することが

ある。そのために、原則として3年に 1呂、専門業者

に委託して収蔵庫の全室密閉慎蒸を行っている。

前回は14年度に実施したため、 15年度は実施してい

ない。

資料の：壌蒸

委員

( 3名以内）

資料に正、己

心。

本年度；土、平成日年2月6Bに第17回委員会を開催

し、「 1.購入資料jにリストした人文資料3件およ

自然資料11牛の購入を諮問した。

i土、「美術品等取得基金による

の規定に従って、 200万円白、上

について審査する。

( 5名以内、任期2年）と特別委員

ら構成されており、特別委員は、購入

に必要がある場合にその都度委嘱さ

などによって、次の 3種類

of EvolutionarγBiology, 

Plant 

；美術研究、美栴史、悌教芸

芸術新i朝、芸詑史研究、月刊

ら得られる情報i土、調査研究にはもちろ

んのこと、展示や普及教育などの博物館活動全般にわ

たる？／ベルアップをはかる土で不可欠である。

l土、人文・自然史分野の専門書や学会誌のほか、

を中心とした地方支誌類や普及教育用図書も収集し

ている。またも

も

審議入盟書需数

11,600冊（平

欝購入雑誌

自黙史系（26タイトル） ：生物科学、

イエンス、 j毎？羊と生物、月flj}4手洋、

月刊むし、昆虫と自然、地学雑誌、

American Journal of 

日経サ

プラン夕、

月刊地球、

収集資料

考古学ジャーナル、月刊文化財、月刊文化財発掘出土

情報、季刊考古学、考古学と自然科学、古文化財の科

古代学研究、国華、古文書研究、考古

学所究、考古学雑誌、九州、i考吉学、民族学研究、司本
の美稿、告本氏辞学、日本歴史、日本史研究主歴史学

研究、歴史評論、歴史と地理、歴史地理学、史林、史

信濃、 Folklore,Journal of American Folklorε 

審査館刊行物む定期発送先（平成16年3月末現在）

ニュース 1,427ヶ所

薄物館年報 492ヶ所

研究報告 国内 551ヶ所

152ヶ月7
238ヶ

132ヶ所

236ヶ所

言謂

により収集している。

タベース登録数）



46人ー

っくりをしらべよ

8人

を

14人

植物標本の作り方通名前の謂ぺ方 11人

んたんな貝の標本の作り方 25人

標本の名前を調べる会 250人

ミクロのtlt界←電子顕椴鏡で植物を

22人

47人

29人

64A 

中止

24人

し三る。

「標本の名前を調べる会Jは、毎年8月下旬に行う
恒例の行事で、学芸員のほか8名の外部講輔の出援を

した。単に名前を教えるだけにならないで、

いっしょに調べる姿勢で取り組むよう留意している0

4月276（日） 春の植物かんさつ

5月25日（日） ミクロの世界一

ょう①

ら月 8臼（臼）

ょう①

8月2日（土）

8月lOB（呂）

8月27日（71()

9月7日（日）

ょう①

9月14日（土）

10月19日（日）

つ
12月6日（土）

ょう②

__ I 

に応じた動植物

ほか、徳島市、

ji[町、 ::J;Jノ

つ

水生昆虫

く虫のかんさつ

河口のいきもの

アサギマダラをさ

さがし

ミクロの世界一

こどもレプリカ

秋の植物観察

ミクロの世界一

襲警野外自祭かんさつ

野外にでかけて行う

の見学会。

門一市、引田町、

由ill安司令、 な

5月4B （日）

5月18日（日）

6月1日（B) 

7月：38（臼）

7月27日（日〉

8月2B （土）

9月6B （土）

9月28日（日）

12日（日）

11月2ヨ（司〕

事

21入

22人

20ノ＼

35人

36人

22A 

25人

－すいとんをつくろう

28人

のある体験を通じて、ものの

を学ぶシリーズ。

石ヤリをつくろう 参加者 41人

り方 己

勾玉をつくろう 48人

こし①

こし②

戦持中

とくに普及行事は、「聞か九た博物

をめざし、館員が県民と直接交流できるよ

であり、力点をおいて取り組んでいる。

平或15年度は、年間71自の普及行事を実施した（実

施計画では76面、雨天などでの中止5回。飽にクイ

ラリ」24同を行った）。普及行事は県民のあい

着してきてはいるが、参加者は穂高市内とその

住者に片寄っている。そのため、歴史散歩、野外自

かんさつ、移動講座において、郡部での開催を増やす

などの工夫をしているが、捷島市以外での行事に対し

ても参加者は徳島市、鳴門市、小松島市、及び名西部

石井軒等からの参加者が多い。今後、広報の方jまなど

にもさらに工夫が必要であると考えている。

霊童歴史散歩

県内の主な遺跡、町並み、建造物などを見学してま

わるシリーズ。

5月256（司） 古墳見学①

5日（日） 石造物をさがそう

11月23日（日） 万年出を歩こう

14日（日） 古墳見学②

1月18日（日） 一宮城を歩こう

3月21日（日） 古墳見学③

3月286（日） 池田を歩こう

督

石のナイフで切ってみよう

ベーゴマをまわしてみよう

七輪で鍛冶屋さん

N 

昔の人々の生活に

性質や当時の

4月19B （日）

8月：5日（日）

5月22日（日）

7月19El （土）

8月3司（日〉

8月訪日（土）

普夏行事

11月16日（日）

7 El （日）

i月25臼（日）

26 
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8 

学芸員が講師をつとめて

う講座。 15年度は11～

した。

る阿波の中世①

文芸に見る阿波の中世②

美しいアンモナイトのはなし

覇移動議室

移動博物館の試みとLて、
館外の社会教育施設と

12月に

11月9日（日）

7司（日）

3丹13El （土）

人

見

人

訟

を

お

J 守

合fo'j. 

40人

ち葉の中のいきものたち①

貝化石標本の作り

ミクロの世界

落ち葉の中のいきものたち②

ミクロの世界

1月18日（日）

三月 8B （日）

2月15日（a)

ょう②

2月29日（日）

3月7司（日）

ょう②

霊童企麗展開連行事

企画展開催中に、

った。

轡企画展「j歪史を

5月：1日（日）

場： 21世紀館イベントホール

師：西ケ存恭弘（日

題：鉄抱と

参加者：

畿全商展 II霊史を決めた戦いJ
第1回： 4月27日（日） 参加者

第2@J : 5月18日（百） 参加者

事アイヌ文化フェスティパ

7月196 （土）

場： 21世紀鑑イベントホール

師：丸山隆司

演題：知里幸恵の〈言語〉

参加者： 212人

イヌ文化フェスティパ

7月四百（土）

場： 21世紀館野外劇場

：ムックワ演奏とアイヌ

アイヌ見族音楽詰奏ほ

参加者：

場企富農「アイヌからのメッセージ ものづくりと

心 j記念講選会

7月21日（月）

会場： 21世紀館イベントホール

講 師：大家和義（国立民族学博物館教授）

演 題：鳥居龍蔵とアイヌ丈イヒ

参加者： 104人

審企画展「アイヌからのメッセー

心 」農示解説

l @J : 7月20日（B) 参加者34人

第2田： 8月10日（自） 参加者35入

審企画展「アイヌからのメンセージーものづくりと

fむ－J関連体験学習（博物館実習室）
①アイヌの楽器ムッタリをつくろう

24入

を

中

中止

¥J記念講i宴会め8人

重量みどりの課横隊

4月20日（日） 春の吉野Jilに咲く植物を探そう

5月日日（日） 春の渓谷に咲く花を探そう

8月108 （日） 夏の吉野JIIに咲く花を探そう

5日（日） 秋の吉野Jilに咲く花を探そう

お月26日（日〉 もえの渓芥に咲く在を探そう

豊富みどりの工作隊

自然の材料を使い、遊びの要素を取り入れた実習0

7月初日（日） 押し葉カルタであそぼう

8月24日（日） 葉脈擢本できれいなしおりを

、、
i

’gJ／ 

、
つ
お

マ
門
J

51人

41A 

28ノ九

ドングリゴマを冒そう

雑草や木で年賀状を作ろう

竹であそほう

11月3日（月）

11月308（ヨ）

2 ）~22 司（日）

，口承文芸ラ

霊童ミュージアムトーク

土曜日の午後に、学芸員が各自の研究テーマや身近

な話題について話をするシリーズ。申し込み不要・

員先着50名で実施している。

4月訪日（土） 歴史を決めた戦い 22入

6月7日（土） 民具と地域 カラサオ 2人

7月26日（土） やさしい地層と化石のはなし 21人

9月20日（土） 阿波の中世文書ーその謎をさぐる一

14人

17人

ものづくりと

さんのイム｛象

雑草や71てで年賀状を作ろう

1月17日（土）
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7月27日（日） 参加者 99人

②アイヌ文様を彫ってコースターをつくろう

8月17日（呂） 参加者 67人

・企画展「アンモナイトのすべて」記念講演会

11月9日（自）

会場： 21世紀館イベントホール

講師：岡本隆（愛媛大学理学部助教授）

演題：アンモナイトを復元する

参加者： 110人

・企画展「アンモナイトのすべてj展示解説

第1回： 10月26日（B) 参加者 50人

第2回： 11月16日（日） 参加者 45人

．クイズラリー

毎月第2・第4土曜日（祝日を除く）に、小・中・

高校生を対象にクイズラリーを実施している。この行

事は、常設展の活用と入館者の獲得を自的に始めたも

ので、参加者が展示資料に関する簡単な問題を解きな

がら観覧することで、新しい発見につながることを期

待している。参加者全員に簡単な記念品を贈呈してい

る。

4月12日（土）

4月26日（土）

5月10日（土）

5月24日（土）

6月14日（土）

6月28日（土）

7月12日（土）

7月26日（土）

8月9日（土）

8月23日（土）

9月13日（土）

9月27日（土）

10月11日（土）

10月25日（土）

11月8日（土）

11月22日（土）

12月13日（土）

12月27日（土）

l月10日（土）

1月24日（土）

2月14日（土）

2月28日（土）

3月13日（土）

3月27日（土）

参加者合計

）

）
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）

）
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・その他の普友行事

・博物館こどもの日フェスティバル

5月5日（月）

博物館と友の会の共催でウオークラリーを実施し

た。文化の森に10のチェックポイントを設置し、それ

ぞれの問題を解きながら各施設をめぐる。小学生以下

の子どもたちには記念品を贈呈した。

参加者： 1,025人

2 .講師派遣、テレビ・ラジオへの出
演等

館外からの依頼を受けて行った講師派遣、テレピ・

ラジオへの出演等を、月日・担当者・内容（依頼者）

の順に記す（内容に依頼者が表現されている場合は依

頼者を省略）。これらも広義の普及教育活動につなが

るとの観点から、業務に支障のない限り依頼を受け入

れることにしている。

4月8日茨木靖 NHKテレピ「情報交差点とく

しまーカルチャーアンドネイチャー」出演（サキシ

マスオウノキとモモタマナ）

7月24日 魚島純一徳島県立文書館古文書保存講座

で講演「文書資料の保存科学j

8月30日 魚島純一四国放送ラジオ「JRTラジオ

まつり 遊びの広場j出演（ベーゴマ指導担当）

9月2目 前角芳郎 NHKテレビ「情報交差点とく

しまーカルチャーアンドネイチャーJ出演（アンモ
ナイトのいろいろ）

9月5日茨木靖四国放送テレピ「おはよう徳

島」阿部近一氏の寄贈資料の紹介

9月7日 長谷川賢二平成15年度北近江歴史大学で

講演「修験道伊吹山と山岳信仰－J（滋賀県山東
町ルッチ・プラザ）

9月20日 山川浩賓 NHK「武蔵」テレピセミナー

で講演「合戦とサムライ一関ヶ原の戦いと蜂須賀氏J
9月12日 長谷川賢二第2囲穂島県隣保館関係職員

研修会「トーク＆トーク 部落差別の現実とその根

源を問うjパネラー（国民宿舎津乃峰荘）

9月18日 長谷川賢二人権保育係保育士研修会で講

演「部落差別と迷信・ケガレ観念のあいだJ（徳島
市保F剣富祉部）
10月8呂 大橋俊雄第23回徳島県シルバー大学校穴

吹校講義「弘法大師のもたらした仏像J
11月18日 大橋俊雄第23回徳島県シルバー大学校

三加茂校講義「弘法大師のもたらした仏像j



10月初日 大橋俊雄第23国穂高県シルバー大学校

鳴門校講義「弘法大師のもたらした仏橡J
12月4日 大橋俊雄第23回復島県シルバ一大学校穴

吹校講義「弘法大師のもたらした仏像」

12月5日 山JI!浩賓徳島域社を愛する会第3白セミ

ナーで講演「徳島域の構えとその特鍛についてJ
1月13日 大橋俊雄第23回穂高県シルバー大学校小

松島校講義「弘法大師のもたらした仏像j

1月27日 長谷川賢二平成15年度徳、島市文化財保勝

会連絡協議会文化財研修会で講演 f中世の熊野信仰
と問、波J（昂桔よしの）
1月30日 大構後雄第23回諒島県シルバ一大学校穂

高校講義「弘法大師のもたらした仏像j

2月25日 茨木靖 N耳Kテレピ「情報交差点とく

しま Natureand cultm叫出演（飛ぶ種）

3型博物舘実習生の受け入れ

博物館実習は、博物館法施行規期第1条で、学芸員

となる資格を取得するために「大学において修得すべ

き博物館に関する科目」と規定されているもののひと

つで、登録博物館または博物館相当施設における実習

で修得することになっている。

当館では、大学からの依頼により原則として県出身

の学生を受け入れることにし、夏休み期間中に実習を

行っている。 4月l司～ 5月15日が受付期間で、希望

者が多い場合は調整を行い、 20数名をめどに承諾書を

発行することにしている。

平成15年度は、 8月25～296に実習生の受け入れを

82む03年産博物舘実習カリキュラム
月／自 午前（9 :30～12: 00) 

8 /25 （丹） オリエンテーション（中罵）

博物語の運嘗について（両角）

館内見学（中尾）

8 /26 （火） 化石標本のスケッチと写真掻憲法（辻野）

淡水魚謡査（性藤）

企画震農示見学（庄武）

8 /27 （水） 標本の名前を謂ベる会（中震）

報告書整理（高島）

美術資料の取扱い（大橋）

8 /28 （木） 普忍行事の準備〈がくおこし）（魚島）

美捕資料の取扱い（大構）

化石標本の整理と登録〈中尾）

8 /29 （金） 普設業務（蓄.：＆1系）
普友業務（普及探）

昆虫（セミ）採集～謀本づくり（大j事）

善友教育事業 29

行った。実習生は25人（男8入、女17人）で、大学部

の内訳は次のとおりである。

法政大学 1人

京都女子大学 2人

謡、島大学 3入

神戸学院大学 l人

四国大学 10人

語島文理大学 2人

高知女子大学 l人

鳴門教育大学 2人

東海大学 1入 奈良女子大学 l人

金沢大学 l入

カリキュラムは別表のとおりである。学芸員と普及

係職員が指導にあたり、資料の整理や調査などについ

ての実習を行った。

4 .学校教膏との連携

博物館ではこれまでにも、学校行事（遠足等）での

団体見学の受け入れや児童・生徒向けの各種普及行事

などを行ってきた。しかし、最近の教育改革に伴う学

校完全逓5日制や「総合学習jの導入、社会人講舗の

受入れ等々と関連し、博物館等の社会教育機関に対し

でもっと積極的な学校教育への支援が要請されるよう

になってきた。

博物館は本来、実物資料に基づく体験的な学習がで

きる場であり、学校教育にとって役立つところである

はずである。当館としても博物館のもつ資源（もの・

情報＠人）とその活用法を普及するとともに、意識的・

系統的に学校教育を支援する活動を行っていくことに

している。

平成12・ 13年度には「博物館と学校との連携に関す

る研究会」（略称「博学連講研究会J）を組織し、博物

午謹（13:00～16:00)
全員 展示室習（部門農示室）（山JiI) A班

全員 震示・普友行事企富立案実習（由辺） B斑
全員 撞物の標本と文章夫の整理（1j,JII) C E狂
A却1化石襟本の整理（辻野） A班
8 E荘 植物の理本と文献の整理（，J,j11) B古i
Cf在 民具資料の整理（磯本） むME
A f!J± 捧本の名前を謂べる会（中震） AB! 
BB! 報告書整理（高島） 昌弘主

C E荘歴史資料整理（長杏J!I) C 班
Af狸 構物専票本の作製と整理（茨木） A班

B f!Jl 普友行事の準錆（火おこし）（魚嘉） Bfi妊
C斑 l普及業務（普友需） むm
Ai'JI 展示・善京行事企覇立案実習（田辺） A班
B E証 歴史資料整理（出J11) Bl'JI 
C到i畏虫（セミ）採集～標本づくり（大藤） C班
A：理科系を含む 8人、 B: 8人、 C:9人
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と学校との連携のあり方等についての協議を行って

きた。それを踏まえて、 14年度は各支援を発展させ、

を教育利用説明会で発表した。また、平成15年度

向けの博物館利関リーフレットを作成した。

づの展示説明を日

を行った。（担

6月27日

（板野町）

（金）

3 ・ 35人

こうjの授業として

博物語の裏舗を案内。（担当者：大原）

（徳島市） 4年生ー

「太鼓づくり」

講座室で太鼓の歴史

ついて講話を行った。

④夕、勝小学校（阿波町）

10月31E! （金）

刀三

「化石のはなLJで常設農・企画震の観
て来館。所蔵資科を臨時に実習室へ陳列

員が説明しながら化石についての授業を

つ7-:_0 （担当者：中尾）

⑤八万南小学校（槙島市） 3 

10月31日（金） 125名； 11月18日 （火）

（調べ学習）で来館。 l日目；ご博物館の

八万南小学校3年生の博物館探検

－中尾 e 庄武ー

を見学し各々が課題を設定し

について課題をもっている児童

それぞれの課題について学芸員が

裏側見学も行った。（担当者：荷

．茨木 z 大原）

⑤福島小学校（穂、島市）

11月7日（金）

3年生ー 80名

「むかしの道具調べj

チを行った。（担当者：磯本・

11月14日 （／い主主）

（槙島市） 4 

とスケッ

のテーマとしてとくしま空襲を講座室で

を見学した。（担当者：山JI!)

（東京都）高等部2年生⑤ 5人

iょ
二三j

（火）

（地域調査）「徳、島の文化j
＠十梓）
、！門／

（担

（出前罷業）

らの依頼日

派遣した。授業で

じて、学校での授業に学芸員を

科を活沼するなどして、

う工夫した。

と協同し、持参し

①大松小学校（寵島市） 4月30日（水）

を助けるよ

5年生2クラスで社会科の学習「火おこし」の授

を、博物館から持参した火おこしの道具を使って

と協同して行った。（講師：魚島）

②八万南小学校（徳島市） 5月7日（水）・ 8日（木）

6年生3クラスで社会科の学習「火おこし」の授

業を、博物館から持参した火おこしの道具を鈍って

教員と協同して行切った。（講師；魚、島）

③板野宿小学校（板野町） 5月28日（水）

3年生35名に昆虫の体のっくりを説鳴し、世界の

代表的な昆虫の標本を見ながら、昆虫の紹介を てコ

た。（講師：大原）

④上八万小学校（徳島市） 7月11日（金）

5年生83名に学校の近くを流れる ｜の水生昆

虫の採集と観察を行った。（講師：大原）

⑤国府小学校（徳島市） 6月23日（月）

を対象にして、松合学習で

生忌調査を行った。（講師：

⑥宮井小学校（穂島市） 7月1日（火）

5 -6年生が、総合学習のテーマとしてホタルの

生息できる環境について研究を行っており、当日

究授業が行われた。その発表会の後、参加した理科

担当の教員約40名にホタルについての一般的な説明

を行い、富井小学校周辺の水系の環境とホタルの生



：大原）

（水）

ム人

の
－
a

③助f壬小学校（徳島市） ヲ月22日
3年生：38名に、総合的な学習での りの

として、「吉野JI！の生き物についてJ授業を行。

： ヨ（ァド）
くりのうち形をつ

くることだけを行った。（講師：高島）

⑮冨府養護学校

ら、前田形をつくっ

をしな

をつけて

（木）

フヲ、イダンス」において、

につい

て話した。（講師：長谷川）

③山口小学校（河南市） 10月21日（火）

各年生10名を対象に地層と化石について

：中尾）

市）

を

31日（金）

の化石についての授業

に国瀬川の魚、の観察を行った。

のでき

ついての授業を行った。（講師：

⑮木頭小学校（木頭村） 11月13日（木）

ら年生8名を対象に地層と化石についての授業を

城西高校での化石の出前授業風景
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：辻野）

（東語谷山村） 11月25日

に了いろいろなタネと実j

の授業を行うた。（講諦：茨木）

⑬栃之瀬小学校（東祖谷山村） 11月25日（火）

3、4年生.13名を対象に「民具調べ」の授業を行っ
ナラ

⑫山口小学校（阿南市） 1月15臼（木）

6年：主1クラスで総合的学習として調べ学習を

し、設業参観で発表、をした「銅鐸Jについての出前
授業を行った。学校では、出前授業を受けて、さら

どを含む調べ学習を追加し、

を高めるこ

とに成功した。

し
学校の授業等で活用してもらうため、平成10年度か

ら博物館資料の学校への貸出しを行っている。

出用資料1）ストを学校に配布して利用を呼びかけてい

まだ利用

の利用促進を図るため、

シートを印闘し、今年度小

よび高校に配布した。また？

必要に応じて解説シートを

5月10日

、
し〆 には

を勧めた。

：めだか模型

利用目的：理科の授業で利用

②富同小学校（阿南市） 10月10日～10月15日

貸出資料：

利用呂的：児童の理科学習で利用

③上勝中学校（上勝町） 6月8日～6月18日

貸出資料；火おこし道具＠武具セット

利用目的：社会科の授業で利用

④上勝中学校（上勝町） 6月29日～ 7月8日

貸出資料：復元青銅器，トロトロ

利用呂的；社会科の授業で利用

⑤／11島高等学校（川島町） 5月14EJ～6月29日

：火おこし道具

利沼目的：学校教育の一環で利用

を栃之j頼小学校（東祖谷山村） 7月248～8月1日

貸出資料：火おこし道具

利用目的：学校教育の一環で利用

⑦JI I内中学校（穂島市） 9月13日～ 9月30日

貸出資料ぺ穂高大空襲資料

利用目的：社会科ならび、に総合学習の時間に利用。

③岩脇小学校（羽／浦町）

貸出資料：徳島空襲パネル他
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利用目的：総合的な学習

⑤上八万小学校（諒島市）

貸出資料：穂島空襲パネル他

利用E的：総合的な学習

職場体験の受付入れ

中学校・高校での職場体験事業の受け入れを行い、

生提に博物館業務を体験してもらうことによって、 7専
に対する認識を高めることができた。

①八万中学校（徳島市） 8月268～27日

3名 総合学習の 4 環として実施。

②阿j波高校（阿波郡） 9月10日～l2B

1名 県インターンシップ推進事業

(5）教員のための醗穆

穂高県教育委員会等からの，依頼により、教員対象の

研鯵会を当館で実施し、当館職員が指導に当たった。

①名西郡小学校理科部会研修会

7月28呂（月）レプリカづくり実習 参加者11名

（講部：魚島）

②県内公立小学校教員「やさしい理科実験＝観察講座j

7月30日（本）文化の森周辺の植物参加者24名

（講師：茨木）

③徳島県高等学校教育研究会理科部会地学部

11月19日（本）貝化石標本の作り方参加者15名

（講師：中患）

③平成15年度目年経験者帝修

7月23日（？k) 参加者19名

古代の乳製品「蘇Jをつくろう（講師：長谷川）
落ち葉の中のいきもの（講師：田辺）

8月1日（金） 参加者18名

勾玉をつくろう（講師：魚島）

JI問、の諜集と観察（講師：佐藤）

8月8B （金） 参加予定者18名

土器づくり（講師：高島）

10年経験者研修

（悪天候のため中止）

⑤徳喜市小学校教育石市会総合部会

10月時日（木） 参加予定者団名

「石のナイフで切っでみよう」（講師：高島）

の授業、講師派遣、資料の貸出しに践らず、

学校の授業やクラブ活動等で自然観察、生活体験、歴

史学習等をしようとする場合、どんなことをしたら

もしろいか、どんな資料が活用できるかなどについ

て、学芸員が博物館での普及行事等の経験を踏まえて

の相談にj；七、じることにしている。

①京都市理科研究会

5月24日（土）徳島県内で行う地学系巡検について

の情報提供（対応：中尾）

l年生（3名）と引率教員 1名

と研究の進め方（対

5属博物言言の長二報活動

ニュースをはじめ、企画展示。スタ一、年開催

リーフレット、月間濯し物案内等を定期的に

幅広く配布することにより、博物舘活動の PRにつと

めている。これらは県庁記者クラブを通じて広報する

ほか、報道機関やタウン紙結集室などへも直送してい

る。また、必要に応じて報道機関への資料提供を行っ

ている。さらに、電子メールを利用した催し物案内サー

ピスも行った。

場博物館ニュース、 スター等の主な

の他学校

学会・研究所ー同好会等、

県および県教育委員

市町村教育委員会

去民館 a隣保館

市町村およ

博物館施設

宿泊施設

報道関係機関等

審電子メールサービス

241ケ所

92 

59 

100 

・f護関 66 

50 

228 

33 

435 

38 

72 

登録者 430人（平成16年3月31B現在）

議報道機関への資料謹供

毎月の揮し物案内・県庁だよりへの掲載や、美術品

等取得基金によって3月末、 8月末に購入した資料の
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• J 11下浩子査：昨且

ー頒布
).. 

c去、

の増刷・

博物館発行の企冨震

を行つ7三。

内容についても

4月28 県立博物舘の講入資料について

4月9日 企画展 f歴史を決めた戦い一｛言長の台頭か
ら家震の覇権まで jの開催について

部門展示「巡干しの世界」の開鑑について

国広作刀。脇指の寄贈について

と天守簡！の開催につい

15年度会員に対し、博物錯ニュース、企画展チラシ、

月間行事案内、年間程し物案内などを送付した。また、

友の会会幸giアワーミュージアムJNo. 22-24を
し、会員に送付し

ラリーj

5月18日

8月15日

8月25日

8月296 「とくしまミュージアムスタン

の実施について

「アイヌ丁e芸品展ム

の開催期間中に、

企画展「歴史を決めた戦いj、

び「アンモナイトのすべてj

とした説明会を行 bった。

$（さる）Jの展示

員を対象とした行事を 8回実施した。

Oこどもの呂ブェスティパル（博物館と
の森全体を使ってウオークラリーを実施し

た。近代美栴館や文書舘の協力も得て10のチェッタ

イントをめぐった。参加した小学生以下の子ども

たちには記念品を進呈した。

日時： 5月5司（月） 9 : 30～16: 00 

：文化の森総合公園

参加者：

。第10四
日時： 6月8日（ヨ）

前：

: 6 ／人

田植えJ、
持： 6月28日（土）、

コ

につ

について

企画展「アンモナイトのすべてjの

ついて

12月19日

について

1月23日

9月5日

9月20B

の

とく

について

2月68 常設展特設コーナー「牟岐大島の吉

らし」の畏示について

3月2日 部門展示 ジコ

5益

9 : 00～15: 00 

258 （土）

：八万部］

: 7ノ＇＼ （のべ14人）

Ot:；の研修会 「しまな

5 時： 9月7日（日）

106人

84キ§ . 
1 
ム

（博物館長）

剤－－

a大杉洋子

賛助会員

穆投員

会長：行成正昭

副会長：和泊費次。関員由子・再角

事：石原信ー徳山豊e多田

南部洋子・木下

末

2

3

度

費

年

会
5

」年

7 : 10～18: 15 

稲刈りこどもの日フェスティパル



お普及教育事業

所：

参加者： 42人

0第11回冨瀬川探検
日時： 10月26日（日） 9 : 00～15: 00 

所：佐那河内村

参加者： 5人

。冬の研修会「晩秋の土佐路を

ヨ時： 11月22日（土〉～23日（日）

場所：高知県越知町 a室戸市方面

参加者： 24人

0落ち葉の中の生き物

日時： 2月1日（ヨ）

所：博物館実習室

参加者： 12人

7現蕃Et.教曹関？系出題物

霊童静物館J!学ノート

2001年11月3日第3版発行、 B5判56ページ

小・中学校の児童ー生徒が博物館の展示を利用する

にあたり、その教育効果を高めるのに役立つように作

成されたワークシート形式のテキスト。

利用方法は多様であるが、主 けノーし

タシートでの学習を行う

璽博物館ニュース

、内容は、学芸員の研究の

紹介、

に配布している。

どから構成さj介している。 A4判－

8ページ（壬：ベージカラー）で6フ000部を印制してい

る。

平成15年度には次の4号を発行した。また、

ムページでも公開している。

重量No.51 (2003年6月158

辰砂の精製

企画展 アイヌ工芸品展 アイヌからのメッゼージ

ーものづくりと心一

館蔵品紹介 入費渡銅鐸

情報ボ、ツクス 南の高からやってきた木の実

友の会活動紹介園瀬川探検

穆No.52 (2〔03年9月16日発行）

CulturεClub 生きた化石 オウムガイ

館蔵品紹介 世界のコガネムシ科ほか甲虫類標

本一石田正明コレクション

金蕗展 アンモナイトのすべて

戦争のモニュメント

レファレンス Q&A 「蘇民将来Jのお札ってどん
なものですか？

命No.53

CなltureClub 

1日発行）

-FPOMの影響一

館蔵品紹介2

情報ボックス 島県の名

レアァレンス Q&A 秋の七草が減っているの

きですか？

事No周 54(2004年3月25B

Culture Club 正月のまつり方

清報ボックス 博物館に寄贈されたリピコセラスの

ホロタイプ

サメの世界

の生きものたち

レファレンス G金A 徳昌域の石壊の種み石にはラ

どのような刻印がありますか？

重量そ

欝博物館穫し物事案内

1年間の普及行事予定を掲載した B4判4つ折の

つーフレット。 14万部印刷し、県内の小・中，

生及び教職員全員に配布した。また、博物語ニュー

スとともに発送するほか、展示室入り口に置いて来

に自由にとってもらった札普及行事の参加者

に記布したりしている。

勢丹顎催し物案内

各月の普及行事の実施要領、申し込み方法等の案

を印刷した B4のピラ。報道関係機関等に配布す

るほか、来館者にも提供している。

母博物館引率の手引き

学校の遠足などの利用に役立つよう、博物館の入

見学に当たっての留意点、観覧料減免中

きなどについて説明した印刷物。年．度初めに県

内各学校に送付している。

事博物語の学校支議事業案内

博物館が行っている

に紹介したパンフレット

を、内容別
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出J11 浩賓（震史）

高島芳弘（考古）

大橋俊雄（美術工芸）

長谷川賢二（歴史）

魚島純一（考古・

庄武憲子（民俗）

宏紀（民俗）

松本絵梨

中日i由可呈

議一（動物）

諒＇ （植物）

（動物）

賢一（地学）

靖（植物）

泰之（地学）

和美

陽子

裕子

藤

川

蓮

尾

木

野

本

成

田

佐

小

田

中

茨

辻

椀

友

松

ヨ
ロ
ハ
口
貝

士
一
品
士
一
ム

尚
子
山
中
丁
ん
ゲ

円

任

自
寸
、
王組織＠職員

員

員

長

員

員

進
助
〉
果
芸
十
一
百

ク

芸

ク

推

b

補
課
一
一
一
J

学

学

ク

北

詩

文

支

丹

任

丈

臨

人

人

専

主

( 1）組織田（平成16年4月1日現在）

員
再4
弓二

庶務係

（事務職員 2)
（臨時捧劫員 1) 

芸員

文化推進員

臨時補助員

普及係

（事務職員 2)
（文化推進員 1) 
（受付案内員 8)

7、文化推進
員2、臨時補助員 l） 

総務課

同

自然課
(10) 

、平一
l

十
、
ャ

）
 

1
4
4
 
（
 

館長
: ( l) 

博物館協議会

、王

人文課（学芸員 7、丈化推進
(9) 員l、臨時補助員 1) 

(2）報員名簿（平成16年4月1日現在）

長雨角芳郎

副館長吉田 慶

主 幹（総務課長兼務）斉藤

〈総務課〉

総務課長

事務主迂

普及係長

主事

文化推進員

臨時補助員

受付案内員

(3）人事異動（平成16年4月1日付、カッコ内は前職）

退職：木村忠昭（平成16.3 . 31退職）

転出：上野秋利北J11小教頭へ

：亀井美穂相生土木事務所主事へ

転入：吉田 慶（鴨島保健所主幹兼健康場進課長）

J 11 田 純子（徳島財務事務所事務主任）

幸坂敏行

修一

な山
Y

J
什

l

(4）平或15年度非常勤＠臨時職員

争文北誰進員（非常勤特別識）

松本絵梨（平成14.4. l～ 

新居 京（平成15.4. l～ 

柳本和美（平成15.5. 1～ 

友成揚子（平成15.5. l～ 

骨髄時補助員

武内実香（平成15.4. l～16. 3. 31) 

吉田恵美（平成15.4. 1～16. 3. 31) 

秋枝真由美（平成見。 4.1～16. 3. 31) 

感受付案内員（非常勤特別職）

（庶務係長兼務）斉藤

JII田純子

幸坂敏行

古東謙司

新岩 京

渡部志保

小J11まどか

高本 }II貢子

岩本和恵

鈴木真弓

横田奈々

飯沼美喜

尾崎敏美

河野怜子

賢二（動物）大原

〈自然課〉

自然課長
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（単位：千円）

科 目 予算額計 管理運営 ｜ 展覧事業 調査研究 ｜資料収集保存 l普及教育

報 跨1 25,650 25,650 

ノ貝fヨ壬 6,588 6,588 

報官費 1,425 J 475 380 320 250 

［旅 費 8ヲ839 921 2,662 4,231 845 180 

吊費 28,497 3,553 15,403 3,559 4,179 1,803 

役 18,487 1ヲ808 13,493 639 1,782 765 

委託 7ヲ351 5,985 1,366 

1,393 659 474 120 140 

備品費 38,118 l, 618 1,190 480 *34,830 

負担 149 81 68 

言「 136,497 40,878 39,682 9,477 I 43,322 3,138 

警警平成15年j窒？毒物豊富費

場擢轟県立博物舘協議会委員名簿

（平成15年3月31ヨ現在）

役職等一－1

県小学校教育研究会理科部会長
靖伸l
日和佐小学校校長

＊のうちには、資料購入費29,880千円を含む。

名氏分区

i県中学校教育研究会社会科部会長
憲夫｜
｜三島中学校校長 : 

1県高等学校教育研究会地歴学会爵会長！
恵嗣！
！穂島北高等学校教頭

張野

藤田

立石

かり（平成13.5. 9～15. 4. 30) 

小JIlまどか（平成13.9図 l～ ） 

順子（平成14.2. l～ ） 

（平成15.2. 8～ ） 

4. l～15. 10. 31) 

（平成15.4. 1～ ） 

（平成15.4. 1～16. 3. 31) 

（平成15.5. 1～ ） 

（平成15.11. 1～ 

校教

7

下
士
号
4
早
大

理

美

敏

吉
心

石

木

缶

百

沼

崎

浸

鈴

措

一

大

飯

尾

美
一
弓

由

真
一

英敏［徳島市立徳島域博物館副語長呂田苧

語彦l日和佐うみがめ博物館館長岡本社会教育

予筆 大石雅章
｜鳴門教育大学教授

（副会長）

中村昌宏
｜徳島文理大学教授

（会長）

2魁

。を上表？宇2月

英子｜徳島新開社事業局事業部副部長佐野

帝王薄物語協議会つ叫
藍住町出捺交流協会会長

実いすテニスサークル｜ブイブティー・
育代γ 一 I 
ラブj車椅子の選手

評価の在り方に関する調査研究委員会報

告書jについて

( 4）その他

＠第2田博物館協議会

日時：平成16年 3月10日

会場：博物館講座室

議事（ l ）平成15年度事業の実施状況について

( 2) 「博物館運営の活性化。効率化に資する

（水） 13 : 30～16: 00 

立博物館協議会は、博物館の運営に関し館長

の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見を述べる

で、博物館法及ぴ穂島県文化の森総合公園文化施

設条例の規定に基づき設置されている。

15年度は協議会を 2回開催した。

1岳？毒物舘協議会

日時：平成15年8月21日

会場：博物館講座室

議事（ l ）平成14年度決算及び事業報告について

( 2）平成15年度予算及び事業計画について

( 3 ) 「博物詣運営の活性化包効率化に資する

（木） 13 : 30～16: 00 



4 . 

評価の在り方に関する素案jについて

( 3）公立博物館評価の現状について

( 4）その他

各種委員・非常勤講師等の受諾

平成14年度に博物館職員が委嘱を受けた各種委員会

委員、大学非常勤講師等は次のとおり。

両角芳郎

日本博物館協会評議員

（平成14.6.18～16. 3.31) 

愛媛大学農学部非常勤講師

（平成15.4.14～16. 3.31) 

徳島県教育委員会スーパーサイエンスハイスクール

運営指導委員会委員

（平成15.7. 3～18. 3.31) 

本村忠昭

徳島市立徳島城博物館協議会委員

（平成14.7. 1～16. 6. 30) 

大原賢二

徳島県希少野生動植物保全対策検討委員会委員

（平成15.11. 11～16. 3. 31) 

佐藤揚ー

徳島県田園環境検討委員会委員

（平成13.11.26～17.11.25) 

とくしま川づくり委員会委員

（平成13.12.15～17.12.14)

徳島県ピオトープアドバイザー

（平成15.4. 1～16. 3.31) 

徳島県公共工事環境配慮指針検討委員会委員

（平成15.6.23～16. 3.31) 

環境省希少野生動植物種保存推進員

（平成15.7. 1～18. 6.30) 

那賀川流域フォーラム2030アドバイザー

（平成15.10.17～16.3. 31) 

徳島県希少野生動植物保全対策検討委員会委員

（平成15.11.11～16.3. 31) 

田辺カ

沖縄県版レッドデータブック改訂作業ヤスデ・ムカ

デ類分科会委員

（平成14.12.1～ ） 

環境省希少野生動植物種保存推進員

（平成15.7. 1～18. 6.30) 

徳島県希少野生動植物保全対策検討委員会委員

（平成15.11.11～16.3. 31) 

管理運営 37

小川誠

日本植物分類学会絶滅危倶植物専門第一委員会委員

（平成13.7. 1～16.12.31) 

徳島県田園環境検討委員会委員

（平成13.11. 26～ ） 

徳島県ピオトープアドバイザー

（平成15.4. 1～16. 3.31) 

帯、島県公共工事環境配慮指針検討委員会委員

（平成15.6.23～16. 3.31) 

環境省希少野生動植物種保存推進員

（平成15.7. 1～18. 6.30) 

徳島県希少野生動植物保全対策検討委員会委員

（平成15.11. 11～16. 3. 31) 

山川浩賓

徳島市立考古資料館協議会委員

（平成15.7. 1～17. 6.30) 

高島芳弘

徳島大学総合科学部非常勤講師

（平成15.4. 1～16. 3. 31) 

徳島市立考古資料館資料展示検討委員会委員

（平成14.6. 1～16. 5.31) 

長谷川賢二

徳島県歴史の道整備活用総合計画策定委員

（平成13.9.21～16. 3.31) 

徳島県人権資料収集検討委員会委員

（平成14.6.28～ ） 

徳島県同和問題啓発をすすめる会専門委員

（平成15.4. 1～16. 3.31) 

平成15年度徳島県民俗文化史調査報告書執筆委員

（平成15.5.16～16. 3.31) 

魚島純一

四国大学非常勤講師

（平成15.4. 1～15. 9.30) 

庄武憲子

松茂町歴史民俗資料館・人形浄瑠璃芝居資料館協議

会委員

（平成15.4. 1～17. 3. 31) 

5 . コンビュータシステム

平成11年度に COMET（徳島県文化・学習情報シ

ステム）のコンピュータシステム更改が行われ、一般

への情報提供システム及ぴ業務システムに係わる部分

が変更された。特に情報提供システムはインターネッ

トベースに変更された。しかし、 5年をめどに行われ

てきたシステムの更新が、財政事情の悪化により、現



38 管理運営

では全体の更新がいつ行れるか、まだ明確には

なっていない。

( 1）システム構成

博物舘のコンピュータシステムは、職員が日常的に

使う業務用、来館者や舘タト者が利用する情報提f実用の
2つから構成されている。

業務系と情報提供系の機器構成、および管理等につ

いてはこれまでと変わっていない。

(2）システムの活賄

事資料管理

博物館では収蔵資料をデータベースに登録してい

る。資料データベース作成は、各分野ごとに担当学芸

員 な呂的に応じた柔軟なデータの加工ができる

ょう、市販ソフトであるファイルメーカ－ Proを用

いて行っている。

データベースを使って、資料ラベルや資料自録の作

成、資料受入れ 2 貸出し管理、各種調査や問い合わせ

のデータ作成、情報提供用データの作成等の作業を

っている。

轟各種データベースの講築

資料管理以外にも次のような各種のデータベ｝スを

構築し、共有している0

・図書データベース

．画像データベース

＠文献データベース

－発送先住所データベース

窃普及活動及び広報活動への活用

各種の広報用印刷物はパソコンを使って編集し、

データを印副業者に渡したり、レーザープリンタで出

したものを原稿として用いている。 15年度も、催し

物データベースを構築し、それを和用して催し物案内

文の作成、行事記録の作成を行うようにした。さらに

データベースと電子メールソフトを連嘆して、電子

メールでの催し物案内サーピスを行っている（16年3

月末現在の登録者430名） 0 

警警むむ問主T を通じての•I警報提供

文化の森では、 COMETを通じて来館者や各家庭

にさまざまな情報提供を行っている。 I専物宣言でも収蔵
資料データベースや図書データベースを公開してお

り、情報提供する項目のテキストデータおよび画像情

報を専用フォルダーに入れておけば、夜のうちに自動

に情報提供用のデータベースに取り込まれる仕組み

になっている。

審ホームページによる情報提供

インターネット利用者、の増加に伴い、博物館でもそ

の技痛をj舌思した情報提供の可能性を探ってきたc 平

成11年の憂から、次期COMETシステムの実験とい

う性格も兼ねて、新ホームページの運用を始めた。ホー

ムページの主な項目は下記のとおりである。

－博物館の紹介（開館日・交通案内など）

－展示案内（金商展、常設農）

ー濯し物、普及行事の案内

ー調査研究活動の紹介

－収集保存活動（データベース）

也学校等への利用案内

・出販物（展示解説、研究報告、博物館ニュースなど

の案内）

－友の会、博物館協議会

．学芸員関連のページ

・特別メニュー（子供向けメニュ一、挟像コーナーな

ど）

審インターネットの活思

電子メールヤホームページを職員が利用できるよう

になり、各種問い合わせや連絡、情報の収集に活用し

ている。メーリングリストを利用し、博物館や苛究者

間の情報交換もさかんに行われている。

事農示活動への活渇

企画展の展示パ永ルの多くやラベルは、パソコンで

作成し、レーザプリンタや大型カラープリンタで印制

したものを使うようになった。

事博物館業務管理への活題

日常の博物館業務管理にもシステムを活用してお

り、常設展、企画展の入館者記録などの管理定型作業

や集計作業の効率化を図っている。

ち盟博物語ネットワーク

( i）四覇地区博物館協議会及び呂本博物舘協会田

国支部

四国地区博物館協議会及び日本博物館協会西国支部

は、四国地区の博物館及び相当施設の連絡ー協議組織

で、現在93舘（園）が加盟している。西国地区の会長

（支部長）を担当する館が2年ずつ持ち回りで幹事館

をつとめることになっている。

平成15年度の役員会及び総会は次のとおり高松市で

開寵された。

事15年度設員会 e 総会

日時； 6月24日（火） 10: 30～15: 00 

会場：香川県歴史博物館

議事：平成14年度事業報告及び決算報告について

新規加盟施設の紹介



平成15年度事業計画案及び予算案について

講漬；関 擾一弐 (JR西国営業部長）「やさしさを

持ってJ
鎗期修誼察 6月25日（水） 9 : 00～12: 00 

場所：香川

: Iヨ本博物館協会専務理事の報告及び特別展

「平山郁夫j患の視察

纏島県博物語協議会

の博物館施設が相互協力し

振興をほかるため、平成8王手2月27日に設立された。

加盟館は、設立時は31舘であったが、その後、年々加

え、平成16年3月末現在、では52錯になってい

る。なお、事務局は当館に置かれている。

事15年護新規加盟欝（2 

門ガレの森美術館、 JI!ffi 

5年産事業

①役員会の荷擢

8月10百（火）、 lJ120B （火）の2店、穂高県立博物

にで開i崖した。
②総会の開催

日時： 6月108（火） 14: 30～16: 30 

場所：

: 14年度事業報告並びに決算報告

選出

15年度事業計画並ぴ

の改正

の地

：田村一郎氏（鳴門市ドイツ鎧）「最近の鳴

門市ドイツ館の取り組みからj

③加盟館菌の職員状況一覧、主なヰ又蔵資料リスト一覧

を作成して記布した。

④徳島県博物館協議会ニュースの発行

No.14, 15を発行・配布した。

笹研修会の開催 参加者45名

日持： 8月22日（金） 13: 00～16: 30 

場所；穂島県立文学書道館

内容：文学書道館の施設概要と事業運営についての

説明

とくしまミュージアムスタンプラ 1）、ーの実施

についての打ち合わせ

⑤とくしまミュージアムスタンプラリーの実施

15～ 16年度にまたがる事業として9月1Bから開

始した。加盟舘霞のうち本ラリーに参加する46館の

全館あるいは4つのエリアに分けた各エリア全舘の

スタンプを集めた人の中から、抽選で10人に完走賞
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を贈呈するものである。

3月末と12月末の締切ごとに2密

行われることになっているが、 3月末の締切では5

人の地域賞応募者があり、全員に地域賞（ l ,000円

分の商品券）を贈った。

⑦先進地の博物語施設の調査 参加者団名

日時：日月28日（金） 9 : 00～18: 00 

訪問先：新居浜市広瀬墜史記念館、愛媛県総合科学

博物館

(3）人権資料＠展示全冨ネットワ－？

－展示全国ネットワーク（略称「人権ネッ

トJ）は、人権確立のための苛究、教育、啓発に寄与
することを目的に、人権に関する資料の収集保管、調

展示等を行う博物館、資料館、人権センタ一、

所究所等により、平成8年に結成された。現在、 30機

関，団体が加入Lており、事務局は大阪人権博物館、

柳原銀行記念資料館、水平社博物錯、福岡県人権啓発

ンタ一、たかみや人権会館で組織されている。

当詰は発足時から加入しており、年l回の総会に職

を派遣するほか、加入機関との個別的な協力も行っ

ている。

8国自に三ちたる15年度総会は、日月 9～10呂、鳥

取県民ふれあい会館（鳥取市）で開揮された。 22機関・

団体から40名の参加があった。

西日本畠然史系博物語ネットワーク

・ 1.3年度に文部科学省の委嘱を受けて行われ

た環j頼戸内地域自然史系博物語ネットワーク推進事業

の継承と発畏をはかるため，大阪市立自

よぴ兵庫県立入と自然の博物館が主導して、｛昌人参加

によるゆるやかな連携組織として NPO法人西日本自

一九
1-o 

ネットワークが設立されることになっ

9月刊日に大阪市立自然史博物館で詣催

され， 16館から25名が参加した。また9 平成16年2月

29日には16年度総会および設立記念シンポジウムが奈

良県立橿原文化会館で盛大に開催された。

本ネットワークには2月29日時点で22館園の学芸員

等（当館からは3名の学芸員）が参加している。

ア毘 j謹富間記関鞍下

第16回全国健康福祉祭徳島大会開会式に御臨席のた

島県を訪れた雪陸宮同妃再殻下がラ 10月178に文

イとの森総合公冨においでになった。
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開

およ

両設下；立、文化の森の概要説明を受けら

「アンモナイトのすべてj

になった。を」
土ナ下
d、S」、

究のため当館に送られてきていた皇居およ

された昆虫頚を関心深くご覧になった。

は近代美討す舘の常設畏をご覧になっ

柴田務次部氏（柴田務家子孫）

鳳来町立

夫妻

き閏

4月258

5月10日

8月206

7月：：：5日

5

5

E
日

日

日

え
U

A

A

L

〉、

J
7

つ
中
つ
中

7
4

’
L

つ山

月

月

月

口

汀

8

9

m

n

 

10名

12月11ヨ
1月21日

2月21[i 

3月156

3月248
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VI 観 覧 者 統 計

平成14年度から小・中・高校生の土曜、日曜、祝日および長期休業中は、常設展、企画展とも無料になったため、

無料観覧者数が大きく増えている。そのために13年度までの無料入館者とまったく同質の表示はできなくなった。

累計表においてはすべての区分での入館者数を表示するのは困難であるため、 13年度までの方式で表示したものも

ある。

．平成15年度 博物館常設展観覧者数 （単位：人）
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日

・常設展観覧者数累計（平成2年度～平成15年度） （単位：人）

年開 有 科 観 覧 者 無 料 観 覧 者 観

館 個人 団体（割iJl2日%） 減免（割引50%) 学校教育 そ
覧

繍保育園小学校 中学校 高校 計 華期間字
者

日 高校 小・中 高校・小中 大人 高校・小・中 の 総

度数 般大学生学生 般大学生学生 高齢者障害者計 大学生学生 要人数校人数校人数校人数校人数 祝日 他 数

2 118 49,512 4,218 16,163 6,686 花 l，印3 9,788 571 10,359 57 48 88,722 55 4,8π 6 640 12 1,972 73 7,489 1,066 8,5日 97,277 司a・．．．． ー，’・．． ＋・．．’・． ．“’‘’・ ．‘・．、， a・ー．． ..’・．， 骨・』， ・．‘恥争、・・ーー ’ー．．．． ーーー，， ..‘・‘ー．．
3 301 55,578 4,749 20,287 6,876 271 1,421 9,319 709 10,028 19 日 99,282 202 26,165 44 6,960 21 2，必3 267 35，日8 2,267 37,835 137,117 

• a‘a・ー．． ..・，．． ..・‘・，・・ ．． .，砂司b aト，， •• a 砂 ・----目晶 ．‘咽b，、・... ーーー・ a a，骨 圃晶・，， ー－－－・・・ .’・．． ・・b砂．．．
4 299 33, 1日 3,318 12，叩5 3,285 194 420 4，必2 446 4,928 48 13 57,861 114 10,781 23 3,709 14 3,305 151 17,795 1,401 2,076 21,272 79,133 
4・．．．．．． ・・..‘・‘・，，ゅー．．．．． ・..ト. ーーーーーー．‘・，晶晶司・．．．． ー．‘・‘亭・‘’ . ・・ ． ． ． ． ． ．‘亭晶’.. ー... ‘・．‘・‘’ー． ．‘亭骨骨ー・・ ． ． ． ． ． ーーー，. ーーーー，．，．， ・・b ・・ ．． 4・．． ・．．・．
5 300 28,762 2,413 10,974 2,629 251 364 3,3(6 239 3,545 2 3 48,943 5 293 118 12,204 22 2,939 6 832 151 16,268 1,398 2,871 20,537 69,480 
ー－ .. - ー．．．．．ーーーーー， ..・．．．．．． ー．‘ーーー， － a晶司 齢』，．．．． ー....・------ ‘ー・ 4・． ， ー．伺． 4・．．．．． ー．‘・‘’・..・ー．．．．
6 29申 20,640 1,712 8,149 l，副07 159 320 2,399 l印 2,549 5 18 35,369 38 2,547 90 7,9唱。 22 3,246 9 730 159 14，日3 1,195 1,080 16,778 52,147 ・..・．． ーー， 4凶，．． ー．‘・‘・‘『’・， －－－・．．． 捗，．，．． ーーー ーー，． －・．．． ...・ 4・ ーーー， －ーーー，．， ..... ・．‘..・ a‘ ・・・，，
7 300 19,950 1,353 7,556 867 228 217 2,639 243 2,882 3 0 33,048 27 1,542 99 8,641 20 3,311 4 2臼 l叩 13,747 2,085 7,493 お，325 56,373 .. ・・．，伺”ーーーー． ...，伺 4 ーーーーー．，．，．‘・・----- ーーー，，， ....... ．‘ ・‘，．・・．．、， . 圃圃亭 号制司圃圃圃 ..・‘・．．‘・ー ・・』． .....・ ••• a’e ー．ー． .. ・・ ． ． 
8 3(5 13,294 922 5,326 891 44 96 1,699 144 1,843 3 15 22,434 30 l, 788 81 8,114 18 2,780 7 776 136 13,458 1,3叩 19,839 34,687 57,121 『..・ー．．． ー．．．．． ..・・， ．．． ーーー，， M ------ ..，，，圃圃圃圃圃 ・...----ー....・4・．．．．． ...・，’ー . --- • a圃圃園 町酔 ・・ ー． －・・．．．
9 306 11, 115 791 3,957 706 149 53 1,563 219 1,782 17 3 18,573 24 1,261 初 6,05921 2,994 7 746 132 11，筋。 829 14,258 26,147 44，ηo 
-・ ... ーーー，’・． ‘..・ー．， ーー．‘・‘ーー． ..... ーー． ..... 鴨・・． ...‘”” ・・-・・ ー．，，， ..‘・．‘ ・－－－－－
10 3(7 10,029 700 4，閃B 446 28 93 1,129 135 1,264 11 16,590 16 990 52 3，泣3 8 988 5 954 81 6,755 l，お714,209 22,301 38,891 
合 唱・ ． ． ． ．．‘ ・・・． ー， a晶 圃圃圃圃圃晶晶’..”・．． ••• a晶争 ．‘ 咽F • 咽島 、． .. ーーー ， ....  ..  酔 4・ ー...... ・．‘・‘・‘・． ”，. 齢.・...
11 307 8,778 642 3,595 390 148 89 1,027 179 1,206 21 14,870 25 913 62 4,323 12 1,4η 7 583 106 7,291 l，槌l13,846 23,018 37，邸8

a 晶－－－ 4冊、．’・ •• a晶.... ...... ..ー．．．． ．‘・・ー・・.. ・..・．．．． ・． 合 唱・ ． ． ...伺骨骨砂， ’ ーー，，....... ・・b・‘・“・
12 306 8,653 必4 3,351 456 l日 132 1,371 241 1,612 10 14,852 お 1,270 58 3,654 11 1,9(5 6 546 108 7,375 2,161 13,744 お，280 38,132 ー－ .... ー－－－－－－ a・a • a’・ ーーー・ a •• ーー，．．． ーー．，砂 ．‘ ・‘ ・・ ・， a‘ ・． . . ‘ ・・ ． ， --..・．． －－・ー ． 
13 306 6,950 418 2,810 608 3 関 1,217 132 1,349 3 8 12,2C5 20 920 58 2,771 14 l,4C9 6 441 83 5,541 2，幻512,017 19,833 32,038 ..・．．． 伺＋＋．． 圃圃晶司唱d ． •• a晶a伺場，，... . ．．‘・， ．ドー ’... －・ーーー．．．． ..砕争 a ••• 明・．，．．
14 306 7,661 372 13日 381 68 89 1,126 2(6 1,332 。 10,034お 1,158 42 3,382 8 1，日6 6 630 81 6,1苅 11，幻3 9,766 27,315 37,349 --... ’a・．．．．． •• a晶.今．．． 『a ••• ・4凶＃．．． -..... ”亭骨 ，， ..，争.. ..... ・．．．． －・－－．・・．
15 307 8,724 363 lll 380 117 2 1,490 125 1,615 。 11,313幻 1,365 55 4,105 5 447 6 571 92 6,4：飽 11,732 10，お428,484 39,797 

言十 4,067 282,806 22,4日 98,922 26,408 1,881 4,965 42,555 3,739 46,294 162 203 484,096 270 14，似71,166 106,879 お433,806 116 14,782 1, 7初 169,514 39,057 124,796 お3,367817,463 



（単位：入）

r, 
u 

。JJ山寸
3つiv

2 組主虫5
3る 1,:=sco 
5:i Rl7 

記τιr
1,315 

15 

A
T
「

0
コ
問
寸
川
つ
一
1
2

。↓
q

。2三自
ハh
u

一
口
ろ

円
ペ
リ
一
日
同

υ

1i一

Q
U

1
i
ι
り

弘
一
一
凶円i

53 

86 

58 

36 

85 

71 

初当主
lw「市
一
目

山
一
溺
一

m一
叫

1,330 

820 

日
一
幻
一
戸
川
一
一

im「
幻

間

区；；；2い11,930 67 II 
!;!;1：：炭 1;:iI:t~·I O ! "13上
3 :i：：®；＇！すべて I ：：：~：：~：~~134トイ川

重量企盟展観覧者数嬰計

観覧者統計

者f

42 

山
一
初
年
一
指

1,367, 

904 

l合7。
0 

79 

13 

均一
l

到
百
件
l

o

3 ;:;3 

114 

1到
平成12年度

平成13年度

平成14年度

ら69パ

ど

お

12. 3～12, 8 

ら，922

「－－

i楠コレクションの
I I美術”歴史資料

290 l, 944 595 

4ヲ655

知里幸恵誕生l切年記念巡回展（
自由の天地を求めて知呈幸恵

イヌ神話曲集jへの道

1.21～3.2 

1,317 8 7 .19～7. 27 

平15.8ぜ 2～8.10 
子11.7ト s.29 I 第 3

「店
22,372 38 

2003年度人権問題啓発展

第 2回

1,414 

911 

8 

［勝瑞時
紹）II・ 三好弐と阿波

I 20畔度同問題啓発展

I ク 第三子
丹波マンガン鉱山の記録

在日コリアンの労働史

2002年度同和問題啓発展

ハリ

35 8司698

平15.12. 2～12. 7 
一一一一一一ーー一一一寸

平16.l . 27～ 3. 7 

ク

！日本万の

［一赤羽刀とその他の館蔵品

刊 sI i合言

1,561 

1,850 

12 20〔3年度同和問題啓発展

生大会作品展

32 平13,10.25～11.25 
333 

4年震）

72歩775

1,290 

847 

8 

6, 

お一

9

1
1
二
つ
f
H

1
Z
1
i
 

～一～

に
U

一一Aμ
セ

円
／
山
一

日

v
一q
L

叫

14
一
1よ

η
J
一

円

J

11よ
一

1
i

豆ー二一
w寸

開催日数｜開濯日数

26 

間期i崖
1,195 

1,066 

12 

8 

平14.6. 25～ 7 . 7 

平14.7. 27～ 8.4 



観覧者統計 43
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し沿革

昭和34年12月

昭和田年1月

4月

昭和56年2月

昭和57年3月

12月

昭和58年3月

昭和59年1月

4月

5月

昭和60年8月

昭和61年3月

昭和62年3月

8月

昭和63年7月

平成元年4月

12月

平成2年3月

4月

10月

11月

平成3年2月

平成4年3月

平成8年4月

平成15年7月

噛 識の

田博物館（密島県博物館）設置及び開館

（！日博物鎧に関する沿革は「徳島県博物蕗30年史」参照）

文化の森構想発表

置県百年記念文化施設等整備基金設置

文化の森懇話会報告書提出

文化の森建設地を搭島市八万町向寺山及び寺山に決定

博物館基本構想、検討委員会を設置

文化の森総合公園を都市計画決定

要

博物館基本構想検討委員会が「徳島県立博物館基本構想報告書」を知事に提出

美術品等取得基金設置

博物館資料収集展示委員会を設置

文化の森総合公園起工式挙行、基盤整備工事に着手

徳島県とアルゼンチン共和国ラプラタ大学との相互贈与に関する合意書締結

文化の森の各文化施設基本設計（丈警鐘を除く）及ぴ博物館展示基本設計完了

各文化施設実施設計及び博物館展示実施設計完了

各文化施設（文書館を除く）建設工事着手

博物館展示工事着手

！日博物館展示室関室

博物館・近代美術館・ 21世紀藷棟本体工事竣工

i日博物館関鎖
文化の森総合公菌文化施設条例施行により、博物舘（穂島県立博物舘）及ぴ博物館協議会設置

博物館展示工事竣工

文化の森総合公園開園、博物館開館

博物館資料収集委員会設置

日本育英会の第一種学資金の返還を免除される職を置く研究所等に指定される

博物館管理規期の一部改正により、全祝日＠休日の開館を実施

科学研究費補助金の申請を行うことができる学術研究機関に指定される

2盛施設の概要

場所在地

＠敷地面種

事建築菌覆

＠延床蕗積

想島市八万町向寺山

40。6ha（文化の森総合公園全体）

8, 363m2 ( 3館棟）

22, 382m' ( 3舘合計積層部分を含めると23,814m2) 

8,133ぱ（博物館占用スペース）
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事講造規摸 鉄筋鉄骨コンクリート造地上4階ー署屋：階 a地下1階

事設 計 械佐藤武夫設計事務所 a 繍日建設計・（掬環境建築荷究所共同企業体

$施行

建築 大成建設・フジタ工業・不動建設・熊谷組・間組共同企業体

電気 回国電気工業 a 近畿電気工事共同企業体

空調 東洋熱工業・三機工業，ナミレイ共同企業体

管 朝日工業社ー大成設備共同企業体

エレベータ （槻東芝

家具 富士ファニチア（栂

移動展示ケース一一一一側三井

農示 株）丹青杜



3 . ？尊物館義室蕗讃

ヰ

｛ 二十とえ 名 面積m' 円ゴ一二 名 ｜面積m'

企画展示室 325 l 総合展示室 1,252 エレベーターホール［ 45 

向上準備室 46 ラブラタ記念ホール 210 特別収蔵庫 1 37 

地学収蔵庫 186 部門展示室（入丈） 251 特別収蔵庫 2 37 

361 部門展示室（自然） 250 l場i！化室 35 

一時保管庫 89 休憩室 21 357 

倉 庫 135 休憩コーナー 39 生物~又蔵号室 380 

冷凍室 19 展示ロピー 407 その他共用部分※ 151 

石工室 41 エレベーターホール 20 1, (42 
保存処理室 1 ム 70 鼠 ート、 65 

その他共用部分※ 77 その他共用部分※ l 442 
ノJ、 ゴ~ 2,043 lノj、計 1 2,957 

46 施設の概要
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V盟 韓

事構島県文化の森総会公E童文化蕗設条関［抜粋］

制 定平成2年3月26日徳島県条例第11号

最近改正平成9年3月28日 徳島県条例第34号

（設置）

l条 ｛菌性豊かな県民文化を振興し、魅力のある地域づくりに寄与するため、県民の文化活動の拠点として、

島県文化の森総合公園丈化施設（以下「文化施設jという。）を寵島市八万町に設置する。

（名称及び業務）

第2条文化施設の名称、及び業務は、次のとおりとする。

名 称、

穂島県立博物館

（以下「博物館jという。）

当主テ
ラFこ

(1）考古、壁史、民俗、美術工芸、動物、植物及

襟本、模型、文献、写真その地の資科

を収集し、保管し、及び展示すること。

(2）博物揺資料に関する調査研究を行うこと。

務

に関する実物、

という。）

(3）博物館資料に関する観察会、講座等の教育普及事業を行うこと。

(4) その他博物館の設霊の呂的を達成するために必要な事業を実施する

こと。

（癒島県立図書館、穂高県立近代美術館、徳島県立文害館、徳島県立21世紀館の業務は省略）

（利用の許可）

第3条（省略）

（観覧科等）

第4条 博物館が展示する博物館資料又は美術館が展示する美指館資料を観覧する者に対しては、別表第1に掲げ

る額の観覧科を殻収する。

2 （省略）

3 知事は、特別の理由があると認めるときは、観覧科又は使用料の全額又は官3を免除することができる 0

4 観覧料及び使用料の徴収の時期及び方法その他観覧科及ぴ使用料に関し必要な事項は、規期で定める。

（議害の賠償）

第5条 文化施設を利用する者は、文化施設の施設、資料等をき損し又は亡失したときは、これによって生じ

害を賠償しなければならない。ただし、知事l土、当該き損又は亡失がやむを得ない理由によるものであると認め

るときは、その賠償責任の全部又は一部を免除することができる。

（職員）

第6条 図書館法（昭和25年法律第118号）及び博物館法（昭和26年法津第285号）に定めるもののほか、文化施設

に、館長その他必要な職員を置く。

（協議会）

第7条教育委員会の附属機関として、次の表の上棋に掲げる協議会を置き、これらの協議会の所掌事務は、そ

ぞれ同表の下欄に掲げるとおりとする。
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務

博物舘の運営に関し館長の諮問に正、ずるとともに、錯長に対して意見

を述べること。

事所の名称+oそ7
1方！／）

島県立博物館協議会

る。

(4舘の各協議会の所掌事務は省略）

ブ
屯） 0 

な事項；土、教育委員会規期で定める。

な事項は、教育委員会規期で定める。

（第4条関係）別表第1

会
_iliこム

展酉企展三Yし
ロ又常

国人

毘体
以上をいう。

以下同じ。）

40円

｝＼ イ冨

一
位単分区

の都度

50円1小学校の児童及び中学校の生徒

生徒並びに高等専門学校及

大学の学生並びにこれらに準ずる者
80円円ハunり

寸
i
よ1人 li司

る額

160円200円l罰その他の者（学齢に達しない者を除く。）

警警簿、議県立博物舘管理規異u
ハ口
：コー干王

f官、島；早教育委員会規剖第7号

2 協議会は、委員10人以内

3 （省略）

4 委員の任期l土、 2年とする。ただし、補欠の委員の任期は、話任者の残任期間と

5 委員は、再任されることができる。

6 前各墳に定めるもののほか、

（教育委員会規則への委任）

第8条 この条例に定めるもののほか、文化施設の管理に関

平成2年3月316

平成8年3月29B

｛
疋
正

制

改

（趣旨）

第1条 この規則は、穂島県立博物館（以下「博物館」

（休館日）

第2条博物館の休館8'土、次に掲げるとおりとする。

(1) 月曜日 ただし、その日が由民の祝日に関する法律（昭和23年法津第178号）

という。）に当たるときは、その後においてその日に最も近い休日でない日

(2) 12月28日から翌年の 1月4Bまでの5

2 徳島県立博物館長 （t）、下「館長」という。）は、特に必要があると認めたときは、前項の規定にかかわらず臨
時に休館し、又は問項に規定する休館日に開館することができる。

（供用

3条 博物舘の供居時間は、午前9碍30分から午後5時までとする。

2 館長は、特に必要があると認めたときは、前項の規定にかかわらず、問項に規定する供用時間を変更すること

カすできる。

（遵守事項）

第4条 博物館を利用する者は、認島県文化の森総合公宮文化施設条例（平成2年徳島県条例第11号）及びこの規

し必要な事項を定めるものとする。

日（以下「休日jヴ

心

の管理にといっ。）
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民日並び、に館長が別に定める利用者心得その／抱の規産を守らなければならない。

（入館の

第5条 館長i土、次の各号のいずれかに該当するときは、入館を禁止し、

(1) 泥酔者及び伝染牲の疾病にかかっていると認められる者

を命ずることができる。

(2）前条の規定に違反し、又はそのおそれがある者

（資料の特別利用）

第8条 学術その飽の百的のために博物館資料の撮影、模写等をしようとする者は、あらかじめ、

けなけ らない。

（補剖〉

第7条 この境期に定めるもののほか、博物館の管理に関し必要な事項は、舘長が定める。

警暴摺島黒立博物館協議会短期

制定平成2年3月31日 徳島県教育委委員会規則第4号

／こ＂＂＇ヒ山、 E

L悶土日／

第l条 この規則i土、徳島県文化の森総合公雷丈化施設条例

基づき、懇島県立博物館協議会（以下「協議会j

ζ〉。

（会長及び副会長）

第2条協議会に、会長及び、副会長l人を置く。

2 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。

3 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。

2年徳員県条例第11号）第7条第6項の規定に

ぴ運営に関し必要な事項を定めるものとす

4 副会長は、会長を補往し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。

（会議）

第3条協議会の会議は、会長が招集する。

2 協議会の会議は、委員の半数以上の出席がなければ、開くことができない。

3 協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否問数のときは、会長の決するところによる。

（雑期）

第4条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に に諮って定める。l土、

選襲穂島県教膏委員会行政組織規則［抜粋］

制 定昭和45年3月318 徳島県教育委員会規出第4号

最近改正平成16年3月31日 穂高県教育委員会規剖第3号

第l章総則（省略）

第2章事務局（省略）

3章教育機関［博物館に該当する条項のみの抜粋］

第3節穂島県立博物館

（名称及び位置）

徳島県文化の森総合公園文化施設条例により設置された徳島県立博物館（以下「博物館Jという。）の名
称及ぴ位置は、次の表に掲げるとおりとする。

置

穂高市八万町向寺山

J

内スーを
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（内部組織等）

第25条薄物館に総務課、自然諜及び人文諜を置き、

2 前項の課及び、係の分担事務i土、蕗長が定める。

（業務）

第26条博物館の業務は、次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 考古、歴史、民俗、美楕工芸、動物、植物及び地学に関する実物、標本、模型、文献、写真そのF地の資料

下 f博物錯資料jという。）を収集し、保管し、及び展示することc
(2）博物館資料に関する調査苛究を行うこと。

(3) 博物館資料に関する観察会、講／竪等の教育普及事業を行うこと。

(4) その飽博物館の設置の呂的を達成するために必要な事業を実施すること。

第5節 載及び職務［博物館に該当する条項のみの抜粋］

に庶務／捺及び、普及保を置く。

（所長等の職務）

第32条 教育センタ一、情報処理教育センタ一、総合教育センタ一、少年自然の家及び埋文総合センターの所長、

文書館、 21世紀館及び中央武道館の舘長並びに県足運動場の場長は、上司の命を受け当該教育機関の事務をっ

さどり、所属職員を指撞監督する。

（次長等）

第33条上司の命を受け、教育機関の長

育機関に置く。

させるため、次の哀の上欄に掲げる職を同表の椙当下欄に掲げる教

注
的
判

官

H州
1

－；±ぇ
河

、文書館、 21世紀館

機教

高日 長

（教育センターその他の次長は省略）

2 教育機関の長に事故があるとき、又は教育機関の長が欠けたときは、

以上が置かれているときは、当該教育機関の長が指定する次長又は

（主幹等）

に寓する次長又は副館長（2人

が、その職務を代行する。

に規定する識のほか、教育機関に、次の去の上欄に掲げる職のうち必要な鞍を置き、その職務は、そ

れぞれ向表の相当下欄に搭げるとおりとする。

職 職

こーτ、こプ 幹 上司の命を の事務に関 に命ぜられた事項を処理する。

三ヒし回々、 長 上司の命を受け、課の事務を処理する。

二戸 主オ主て ｜ 上司の命を受け、高度の知識又は経験を必要とする事務又は怖に従事する。

専門学芸員
上司の命を受け、高度の知識又は経験を必要と る博物館又は美術館の専門的事

務に従事する。

係 長 上司の命を受け、当該教育機関の事務に関し命ぜられた事項又は係の事務を処理する。

事務主任 ！ 上司の命を け、相当の知識又は経験を必要とする事務に従事する。

同命を受け、梧当の知識又は経験を必要とする博物宮山美術館の専門的事 i
主怪学芸員

務に従事する。

王 事 上司の命を受け、事務に従事する。

一旦←ι ゴヨご 員 上司の命を受け、博物館又は美樹舘の専門的事務に従事する。二IA

（司書、技師その他の博物館に置いていない職は省略）
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第4章防属機関

第37条 附属機関の名称、庶務を担当する課又

名 手生

島県立博物館協議会

（事務局の各審議会、他館の各協議会等は省略）

事襲纏、島県立博物語観覧料減完要綱

制 定平成2年11月3ヨ
最近改正平成14年4月1日

（趣旨）

は、次の表に掲げるとおりとする。

を担当する課又は教育機関

第l条 この要綱J土、徳島県文化の森総合公園文化施設条例（平成2年窓島県条例第11号。以下「条例jという。）

第4条第3項の規定に基づき、寵島県立博物館の観覧科の減免について必要な事項を定めるものとする。

観覧料を減免することができるとき及びその減免の割合は、次の各号に定めるとおりとする。

(1）小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者並びにこれらの引率者が、教育課程に基づく

るとき。常設展及び企画患の罷覧科の全額

(2) 身体障害者手帳の交付を受けている （昭和57年1月6日付け社更第4号厚生省社会

( 3) 

(4) 

局長 a党童家庭局長通知に定めるところによる。）の

及びその介護者（ 1名に限る。）

に限る。）が観覧するとき。

という。）

を受けている者及びその

ぴ企画展の観覧科の額に百分の五ートを乗じて得た額

るとき。常設展及び企画展の観覧科の額に百分の五十を乗じて得た額

に規定する祝日及び休日（ 1月1日を絵く。以下「抗日

(5）祝日に、 これらに準する者が観覧するとき。企画展観覧科の全

( 6）土曜ヨ（祝日を除く。）に、小学校、中学校、

常設展及び企画展の観覧科の全額

a 生徒及びこれらに準ずる者が観覧するとき。

(7) 日曜日（祝日を除く。）に、小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者が観覧するとき。

常設展及び企画展の観覧科の全額

(8) 各学校の学期等に規定する学年始休業日、夏季休業日、冬季休業日及び学年末休業日（土曜日、日曜日及び

祝日を徐く。）に、小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者が観覧するとき。

ぴ企画展の観覧料の全額

（以下「鎧長jという。）が特に必要と認めるとき。館長が必要と認める額

により観覧科の免除を受けようとする者は、あらかじめ徳島県立博物錯観覧料免除申請書（様

式第1号）を館長に提出し、承認を受けなければならない。

2 鎧長は、前項の申請を適当と認めたときは、観覧半年の免除を承認するものとする。

3 話条第2号又は第3号に該当する者は、身体障害者手帳、捧育手帳並び、に精神障害者保険福祉手帳又は年齢を

証明する資料を提示し、承認を受けるものとする。

様式第 l号（省略）
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審纏、島黒立博物語資料特別制調要調

制定平成3年12月l日

（趣旨）

第1条 この要綱は、密島県立博物語管理規則（平成2年徳島県教育委員会規那第9号）第5条の規定に基づき、

徳島県立博物館が所蔵する博物館資料（以下「資料jという。）の特別利用について必要な事項を定めるものと

する。

（定義）

第2条 資料の特別利用とは、学術その他の研究及び震示、又は出競物掲載等のため、資料を特別に閲覧、模写、

複写、複製、撮影しようとする場合、あるいは資料の貸出を受けようとする場合をいう。

（手続）

3条 資料の特別利用をしようとする者は、あらかじめ穂高県立博物館長（以下「宣言長jという。）に資料特別

利用申請書（様式第l号）を提出し、資料特別利用許可書（様式第2号）の交付を受けなければならない。

2 資料の特別利用のうち、資料の館外貸出を受けようとする者は、貸出を受けようとする日の30日前までに、特

別利用申請書を提出するものとする。

.3 館長は、資料の舘外貸出をする際、常受者から資料常用書（様式第3号）を提出させるものとする。

（許可基準等）

第4条 資料の特別利用ができる場合は、学病その他の研究及び、教育又は文化に関する事業の用に供することを呂

的とするときに罷るものとし、次の各号のいずれかに該当するときは許可しないものとする。

( 1）特別利用によって、資料の保存に悪影響を及ぼす恐れがあるとき。

(2）特別利用によって、博物館の業務に支障をきたす恐れがあるとき。

( 3) 寄託資料の特別利用をしようとする場合で、寄託者の用意を得ていないとき。

(4) その他、館長が不適当と認めるとき。

2 資料の舘夕、ト貸出を受けることができる者は、次のとおりとする。ただし、貸出期間は原則として訪日以内とす

る。

(1) 国立の博物館、博物舘法に定める博物館及び博物館に相当する施設

(2）社会教育法に定める公民館

(3) 国立の図書館及び、図書館法に定める図書館

(4) 学校教育法に定める学校

(5) その他、館長が適当と認める者

（条件）

5条 資料の特別利用を許可された者は、特別利用に際し次の各号を遵守しなければならない。

(1) 資料特別利用申請書に記載した吾的以外に資料を利用しないこと。

(2）係員の指示に従って資料を取り扱うこと。

(3）資料の借受及び返納に当たっては、係員立ち会いのもとで、資料の確認、点検を行うこと。

(4）特別利用に伴って必要となる経費は、特別利用する者が負担すること。

（損害賠漬）

第6条 資料の特別利用を受けた者が、資料を損傷又は亡失したとき辻、速やかに館長に届け出てその指示すると

ころに従い、これを原状に復し、又はその損害を賠潰しなければならない。

様式第l号～第3号（省略）
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重量纏島県立博物舘資料寄託取扱要繍

制定平成3年12月l8 

（趣旨）

第1条 この要綱は、徳島県立博物館管理規出（平成2年穂高県教育委員会規制第9号）第7条の規定に基づき、

博物舘資料（以下 f資料」という。）の寄託に関する攻扱について必要な事項を定めるものとする。

（手続）

2条

長（以下

を受けなければならない。

を寄託しようとする者（以下「寄託者」という。）は、あらかじめ掠島県立博物館

に資料寄託申請書（様式第1号）を提出し、資料寄託許可証（様式第2号）の交付

2 館長は、資料の寄託を受けたときは、寄託者に資料受託書（様式第3号）を交付するものとする。

3 寄託者に寄託資料を返還するときは、資料受託書と引き替えに行うものとする。

（許可基準）

第3条 館長は、資料の寄託の申請があったときは、次の各号のいずれかに該当する資料について受け入れるもの

とする。

(1) 国指定文化討及び県・市町村指定文化討に指定されている資料、若しくはそれに準ずる資料

(2）薄物館資料として展示等に活用できる資料

(3）博物館資料として保存すべき価値が高しかっ現状のままでは資料の保存が危慎される資料

(4) その他、館長が特に必要と認める

（寄託期

4条資料の寄託期間は、 5年とする。

2 寄託者が、寄託期間満了後において引き続き資料を寄託しようとする場合は、改めて第2条による手続を行わ

なければならない。

3 寄託者が、寄託期間満了以前に寄託資料の返還を求めるときは、返還を希望する日の308詰までに舘長に串し

出なければならない。

4 寄託者は、寄託期間内に寄託資料の所有権に変更があったときは、速やかに館長に申し出なければならない0

5 館長は、前項の申し出を受けたときは、新たに所有権を有することになった者と協議し、引き続き資料の寄託

を希望する場合l土、改めて第2条による手続を行うものとする。

（寄託資料，の特別利用）

第5条 徳島県立博物館又は第三者が、徳島県立博物館資料特別利吊要綱に基づく寄託資料の特別利用をしようと

するときは、あらかじめ寄託者の承諾を得なければならない。

2 第三者が寄託資料を特別利用しようとするときは、寄託者の承諾を得た後、資料特別利用要綱に基づく手続を

を得るものとする。

第6条 寄託資料の運撮等に要する費用については、寄託者が負担するものとする0

2 寄託資料の保管料については接収しない。

3 寄託資料に補修等の必要が生じたときは、館長と寄託者と協議して行うものとする。

（管理）

第7条 寄託資料の管理は、徳島県立博物館が所蔵する資料に準じて行うものとする。

様式第 l号～第3号（省略）
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